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あの人の健康法―『現代名士の養生振』―
勝 田 真 紀 子

国立国会図書館の蔵書から

明
治
44
（
1
９
１
１
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、

当
時
の
著
名
人
43
名
の
健
康
法（

１
）を
一
冊
に
ま
と
め
た

本
で
す
。
本
書
に
登
場
す
る
人
物
が
生
き
た
幕
末
か

ら
明
治
・
大
正
時
代
に
か
け
て
、
医
療
の
中
心
は
東

洋
医
学
か
ら
西
洋
医
学
へ
と
転
換
し
、
近
代
的
な
保

健
医
療
体
制
の
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
人
々
の
健
康

を
め
ぐ
る
社
会
の
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
時
代
、

ど
の
よ
う
な
健
康
法
が
あ
り
、「
名
士
」
た
ち
は
何

を
実
践
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

本
書
の
な
か
で
一
人
目
に
登
場
す
る
の
は
、
当
時（

２
）

逓
信
大
臣
で
あ
り
、
の
ち
に
関
東
大
震
災
後
の
東
京

復
興
や
日
ソ
国
交
回
復
に
尽
力
し
た
こ
と
で
も
有
名

な
後
藤
新
平
（
１
８
５
７
～
１
９
２
９
）
で
す
。
明

治
の
半
ば
頃
に
は
内
務
省
衛
生
局
に
勤
務
し
、
コ
レ

ラ
な
ど
の
感
染
症
が
大
流
行
す
る
な
か
公
衆
衛
生
分

野
で
活
躍
し
ま
し
た
が
、
健
康
法
と
し
て
ま
ず
挙
げ

て
い
る
の
は
冷
水
浴
で
す
。
冷
水
浴
は
皮
膚
に
冷
水

に
よ
る
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
血
流
を
良
く
す
る
健

康
法
で
す
。
本
書
で
は
多
く
の
人
物
が
言
及
し
て

お
り
、 

当
時
か
な
り
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま

す
。ち

な
み
に
、
後
藤
は
医
師
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

本
書
で
は
、
医
師
の
健
康
法
と
し
て
、
外
科
医
の
佐

藤
進
（
１
８
４
５
～
１
９
２
１
）
が
、
ド
イ
ツ
に
留

学
経
験
が
あ
る
た
め
か
、「
西
洋
人
の
如
く
、
毎
日

の
生
活
は
、
規
則
正
し
く
送
る
こ
と
に
注
意
し
て
居

今 月 の 一 冊

『現代名士の養生振』
岡本学 編 , 博文館 , 1911, 302p ; 19cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/836858

標題紙 表紙
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実業之日本社編『岡田式静坐法』
実業之日本社, 1912
https://dl.ndl.go.jp/pid/1087516

藤田霊斎 著, 池田天真 編『藤田式修
養息心調和法初伝』18版, 真人社, 
1913
https://dl.ndl.go.jp/pid/924012/1/2

る
」
と
述
べ
、
毎
日
必
ず
肉
食
を
し
、
牛
乳
を
飲

む
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
精
神
科
医
の
呉く

れ

秀し
ゅ
う
ぞ
う
三
（
１
８
６
５
～
１
９
３
２
）
は
、「
此
養
生
法

は
一
切
実
行
し
て
居
ら
ぬ
」と
述
べ
て
い
ま
す
。「
一

体
此
頃
の
青
年
学
生
が
、
彼
の
神
経
衰
弱
に
襲
は
れ

た
り
す
る
の
は
、
惟お

も

ふ
に
余
り
に
養
生
に
注
意
し
過

ぎ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
も
あ
り
、
健
康
に
つ
い
て
気

に
し
過
ぎ
な
い
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
の
よ
う
で
す
。

明
治
時
代
に
は
西
洋
医
学
が
普
及
し
ま
し
た
が
、

同
時
に
、
近
代
的
な
治
療
で
は
回
復
し
な
か
っ
た
症

状
が
、
必
ず
し
も
近
代
的
で
は
な
い
方
法
に
よ
り
改

善
し
た
と
い
う
体
験
も
ま
た
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
呼
吸
法
で
す
。
政
治
家

で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
島
田
三
郎
（
１
８
５
２
～

１
９
２
３
）
は
、
リ
ウ
マ
チ
で
病
床
に
あ
っ
た
際
に

贈
ら
れ
た
『
健
康
の
第
一
義（

３
）』

と
い
う
本
を
き
っ
か

け
に
深
呼
吸
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
ま

す
。実
践
の
際
に
は
江
戸
時
代
の
養
生
書
で
あ
る『
病

家
須
知（

４
）
』
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
交

官
、
衆
議
院
議
員
を
経
て
弁
護
士
と
し
て
活
動
し
て

い
る
鈴
木
充み

つ
よ
し美
（
１
８
５
４
～
１
９
３
０
）
は
、
大

病
後
に
あ
ま
り
活
動
し
な
い
よ
う
に
な
り
引
込
思
案

に
な
っ
て
い
た
際
、
友
人
の
勧
め
に
よ
り
呼
吸
法
を

実
践
し
た
と
こ
ろ
、
石
段
を
上
る
際
の
息
切
れ
が
な

く
な
り
、
体
重
が
増
え
、
読
書
を
し
て
も
倦
み
疲
れ

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
体
験
を
述
べ
て
い
ま

す
。
そ
の
方
法
は
「
岡
田
式
静
坐
法
」
と
い
う
も
の

明治時代の健康法

二木謙三『健康の第一義』新愛知
新聞社, 1910
https://dl.ndl.go.jp/pid/836846/1/1

さまざまな呼吸法の本

呼吸法
呼吸法には、単なる健康増進のみならず精神の修養という側面もあったようです。岡田式静坐法、二木式呼吸法、藤田式息心

調和法などが代表的です 。
岡田式静坐法の姿勢
岸本能武太『岡田式静坐三年』13版, 大日本図書, 1916

（左）「「臀と腰との姿勢」臀は成るべく後方へ突き出し、腰は成るべく前に反らせる
がよし」
https://dl.ndl.go.jp/pid/935549/1/48

（右上）「「手の組み様」手は左右何れが外になりてもよし。組んだ儘静かに腹或は膝
の上におくべし」
https://dl.ndl.go.jp/pid/935549/1/52

（右下）「「足の組み様」足は左右何れが上になりてもよし。只成るべく深く重ねるを
よしとす」
https://dl.ndl.go.jp/pid/935549/1/47

2国立国会図書館月報 773/774号 2025.9/10

https://dl.ndl.go.jp/pid/1087516
https://dl.ndl.go.jp/pid/924012/1/2
https://dl.ndl.go.jp/pid/836846/1/1
https://dl.ndl.go.jp/pid/935549/1/48
https://dl.ndl.go.jp/pid/935549/1/52
https://dl.ndl.go.jp/pid/935549/1/47


実業之日本社編『岡田式静坐法』
実業之日本社, 1912
https://dl.ndl.go.jp/pid/1087516

藤田霊斎 著, 池田天真 編『藤田式修
養息心調和法初伝』18版, 真人社, 
1913
https://dl.ndl.go.jp/pid/924012/1/2

で
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、「
殆
ど
そ
の

名
を
知
ら
ぬ
人
が
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
位（

５
）」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
流
行
し
ま
し
た
。

財
政
学
者
の
田た

中な
か

穂ほ

積づ
み

（
１
８
７
６
～

１
９
４
４
）
は
、
の
ち
に
早
稲
田
大
学
の
総
長
を
足

掛
け
14
年
に
わ
た
り
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

若
い
時
分
に
は
身
体
が
虚
弱
で
勉
学
を
続
け
る
こ
と

に
非
常
に
困
難
を
伴
っ
た
よ
う
で
す
。
小
学
生
の
頃

は
一
年
通
学
し
て
は
一
年
休
む
と
い
う
状
態
で
、
心

配
す
る
両
親
を
押
し
切
っ
て
中
学
に
進
学
し
た
後
も

神
経
衰
弱
を
起
こ
し
て
度
々
卒
倒
、
大
学
卒
業
後
に

留
学
生
と
し
て
選
抜
さ
れ
洋
行
し
た
際
は
「
梯
子
段

か
ら
倒
れ
た
弾
み
に
転
が
り
落
ち
た
こ
と
が
幾
度

あ
っ
た
か
知
れ
ぬ
」
と
い
っ
た
状
態
で
、
帰
国
し
て

か
ら
も
病
気
に
な
り
「
日
々
に
体
力
が
減
じ
て
、
次

第
に
痩
せ
衰
へ
て
往
く
」
等
々
、大
変
な
様
子
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
専
門
家
な
ど
か
ら
助
言
を
得
て
、

朝
食
前
に
深
呼
吸
、
冷
水
浴
、
金
棒
の
体
操
、
時
に

は
庭
園
の
掃
除
を
行
い
、
夕
食
後
は
必
ず
散
歩
を
行

う
よ
う
に
し
て
以
来
、「
著
し
く
身
体
が
丈
夫
に
な
っ

た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
冷
水
浴
や
深
呼
吸
に
関
す

る
記
述
は
本
書
で
多
数
見
ら
れ
ま
す
が
、
効
果
を
感

じ
て
い
る
人
は
多
い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
編
者
で
あ
る
岡
本
学（

６
）

（
１
８
８
７
～
没
年
不
明
）
は
、
校
正
中
に
病
気
で

入
院
し
、
退
院
後
も
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
旨

を
冒
頭
に
記
し
て
い
ま
す
。「
之
れ
編
者
が
平
生
何

金棒を用いた体操をする人
坪井玄道, 可児徳編『鉄棒体操』大日本図書, 1908
https://dl.ndl.go.jp/pid/860403/1/19

牛鍋屋で牛鍋を食べる人
（左）仮名垣魯文 (野崎文蔵)『安愚楽鍋　牛店雑談 一名・奴論建 3

編下』誠至堂, 明4-5序
https://dl.ndl.go.jp/pid/882305/1/51

（右）牛馬會社『肉食之説』1870
https://dl.ndl.go.jp/pid/1886481

冷水浴（左）、冷水摩擦（右）をする人
遠山椿吉『実験冷水摩擦法』 (最新衛生叢書 ; 第5編) 広文堂, 1912
https://dl.ndl.go.jp/pid/836914/1/17
https://dl.ndl.go.jp/pid/836914/1/15

冷水浴、冷水摩擦

体操

肉食、牛乳の飲用

体操は、明治11（1878）年に日本政府の招聘により
来日した米国人のリーランド  （George Adams Leland）
によって広められました。全身の血行をよくし、身体
の滋養に効果があるとされました 。

明治政府は、近代化の一環として国民の体位向上を目
指し、それまでは宗教上の理由などから敬遠されてきた
肉食をはじめ、牛乳、乳製品などの摂取を奨励しました 。

福沢諭吉は、腸チフスの療養時に牛乳を用いていたこ
とから、病後「牛馬会社」から牛乳の普及を頼まれ、『肉
食之説』と題して牛肉や牛乳が身体のために有効である
と説いています 。

冷水に浸した布で全身を拭った後タオルで摩擦する方法
（初心者向け）や、冷水に入り浴中で身体を摩擦し、さら
に水から出た後タオルで摩擦する方法（強壮な人向け）な
ど、様々なやり方があるようです。欧州留学中に冷水浴、
冷水摩擦に出会った医師の佐々木政吉の普及活動などによ
り広まったとされます 。
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等
の
養
生
法
を
有
せ
ざ
り
し
の
罪
に
坐
す
」
と
あ
り

ま
す
が
、
岡
本
氏
は
そ
の
後
何
冊
も
本
を
刊
行
し
て

い
る
よ
う
で
、
体
調
は
回
復
し
た
も
の
と
想
像
し
ま

す
。
本
書
を
参
考
に
何
ら
か
の
健
康
法
を
実
践
し
、

効
果
が
得
ら
れ
た
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

1　 本書では、「健康」「養生」「衛生」が似たような意味を指しながら混在して用いられています。「健康」とい
う語は、幕末には health の訳語としての用例が見られ、明治以降次第に普及し、それまで用いられていた「養
生」の語に取って代わるようになりました。「衛生」は、医師の長与専斎が、自身が初代局長を務めることと
なる国民の健康管理に従事する内務省の組織を「衛生局」と名付けたことから広まり、明治時代にさかんに
用いられました。

2　聞き取りが行われた明治 44（1911）年 6 月時点。
3　二木謙三『健康の第一義』新愛知新聞社 , 1910　https://dl.ndl.go.jp/pid/836846
4　平野重誠『病家須知 8 巻』天保 3-6 < 当館請求記号 137-22>　なお、本書で島田三郎は、『病家須知』著者を「水

野華谿」としています。「水野華谿」の詳細は不明ですが、平野重誠の号は「革谿」であること、島田三郎が
用いたものは写本であることなどから、「平野革谿」を「水野華谿」と間違えたのではないかと思われます。 

5　加藤美侖『実験比較健康法全書』帝国教育学会 , 1917, p.287　https://dl.ndl.go.jp/pid/935593/1/175
6　岡本氏の半生については、大正 9（1920）年刊行の自伝（岡本学『死獄』日の出書房 , 1920　https://

dl.ndl.go.jp/pid/908780）に詳しく書かれています。

井上馨
政治家（75 歳） ・74 歳で大病をするまで病気にかからなかったのは、冷水浴の賜であると

考えている。
・発熱時も医師に止められたにもかかわらず水風呂をやめず、むしろ入って
いる時間を長くすることが「余の精神的療法」。

・冷水浴によって血液循環がよくなり、外套や襟巻が不要になった。

大隈重信
政治家（73 歳） ・普段から極めて楽天的で、精神が肉体を支配するという信念を持っている

ためか、老いて益々意気盛んである。
・病気以外について、例えば、不時の災厄で怪我するようなことは、「疾く
に免疫してある」。もはや怪我というものは、断じてしないことにしている。

黒田清輝
芸術家（45 歳） ・就寝前に樫の棒を 200 回程度振ることにしている。これにより、寝た時の

心地が大変によい。
・非常によく眠り、大抵 1時半頃に就寝し、9時頃起床する。骨休めのため
にしばしば鎌倉へ出かけるが、行けばほとんど終日寝て暮らしている。

小村寿太郎
外交官（56 歳） ・以前は多忙のため昼食を抜くことが多く、酒を相当に飲み煙草をよく吸う

という不養生、不摂生な生活であったが、ここ数年で身体の衰えを感じ、
規則的な生活を心掛けている。

・日曜日に近辺へ汽車旅行することが、大変気慰めになる。

渋沢栄一
実業家（71 歳） ・いつまでも気を若く保って引込思案に流れないということが、健康のため

には最も必要なことと思われる。
・未だに一晩くらいの徹夜は平気。睡眠不足とか何とか言って、若い人達の
渋面作るのを見ると、可笑しくてならない。

肖像写真の出典
（井上馨、小村寿太郎）『近世名士写真』 其1, 近世名士写真頒布会, 1935　https://dl.ndl.go.jp/pid/3514946/1/29　https://dl.ndl.go.jp/pid/3514946/1/69
（大隈重信、渋沢栄一）『近世名士写真』其2, 近世名士写真頒布会, 1935　https://dl.ndl.go.jp/pid/3514947/1/33　https://dl.ndl.go.jp/pid/3514947/1/71
（黒田清輝）『幕末・明治・大正回顧八十年史』第12輯, 東洋文化協会, 1936　https://dl.ndl.go.jp/pid/8797968/1/28

本書に登場する名士たちの健康法

※括弧内は本書刊行時（明治44年）の満年齢

4国立国会図書館月報 773/774号 2025.9/10

https://dl.ndl.go.jp/pid/836846
https://dl.ndl.go.jp/pid/935593/1/175
https://dl.ndl.go.jp/pid/908780
https://dl.ndl.go.jp/pid/908780
https://dl.ndl.go.jp/pid/3514946/1/29
https://dl.ndl.go.jp/pid/3514946/1/69
https://dl.ndl.go.jp/pid/3514947/1/33
https://dl.ndl.go.jp/pid/3514947/1/71
https://dl.ndl.go.jp/pid/8797968/1/28


　
　

��「
○
○
を
行
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
法
規
上
問

題
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

�

　
　�

―
―
ま
た
難
し
い
照
会
が
き
た
ぞ
。
さ
て
、
ど
こ
か

ら
手
を
付
け
よ
う
か
―
―

　
法
規
係
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
関
す
る
規
程
、
規

則
等
の
立
案
や
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
生
じ
た
法
律
や

規
則
等
に
つ
い
て
の
館
内
職
員
か
ら
の
照
会
（
問
合
せ
）

に
対
す
る
対
応
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
多
く
の
利
用
者
の
方
へ
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
、
法
規

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・
内
容
・
方
法
、
資
料

の
収
集
・
管
理
、
勤
務
す
る
職
員
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

多
く
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
規
係
は
、
こ

の
よ
う
な
国
立
国
会
図
書
館
の
ル
ー
ル
を
作
る
と
と
も

に
、
作
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
関
し
て
生
じ
た
疑
問
な
ど
に
つ

い
て
回
答
す
る
と
い
う
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
国
立
国
会
図
書
館
の
ル
ー
ル
は
、
著
作
権
法
の
改
正
な

ど
の
外
部
の
事
情
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
冒

頭
の
よ
う
な
照
会
が
発
端
と
な
っ
て
変
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
昨
年
度
は
、
執
筆
時
点
で
法
規
制
定
に
至
っ
た
例

ま
で
は
な
い
も
の
の
、
照
会
を
契
機
に
今
後
法
規
の
改
正

が
行
わ
れ
そ
う
な
も
の
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
形
で
ル
ー
ル
の

制
定
が
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
法
規
係
へ
の
照
会
は
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
い
か
ら
こ
そ

行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
ど
こ
か

ら
手
を
付
け
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
難
し
い
照

会
も
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
照
会
は
、
手
掛
か
り

が
見
つ
か
る
ま
で
、
法
規
の
文
言
や
制
定
時
の
議
論
、
過

去
の
回
答
、
判
例
、
他
官
庁
の
類
例
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
資

料
に
あ
た
り
ま
す
。
60
年
近
く
前
の
法
規
制
定
時
の
記
録

が
手
掛
か
り
に
な
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
回
答
の
軸
と
な
る
手
掛
か
り
が
見
つ
か
れ
ば
、
係
内

で
議
論
を
尽
く
し
回
答
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
と
き
に
は
照

会
者
の
望
む
方
針
と
は
異
な
る
回
答
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
で
も
法
的
な
根
拠
を
示
し
理
論

的
な
説
明
を
行
い
、
照
会
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

　�

　「
な
る
ほ
ど
、
法
規
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
よ
く
わ

　
か
り
ま
し
た
。」

　
照
会
者
に
そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
法
規
係
で
は

日
々
法
規
的
な
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　 

（
総
務
課 

法
規
係
　
リ
ブ
ラ
）

一難（問）去ってまた一難（問） 

歴代の法規集。法規がどのように変わったの
かが回答の手掛かりになることも。
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 外国の法令情報を発信する雑誌

『外国の立法』　
 ～その歩みとこれから～

写真 2　 『外国の立法―立法情報・翻訳・解説―』
月刊版　第 303-2 号　2025 年５月
https://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/
legis/index.html

　国立国会図書館は、国会サ―ビスの一環として、調査及び立法考査局の職員を中心として

国政課題に関する調査成果をまとめ、ホームペ―ジなどを通じて発信しています。

　雑誌『外国の立法』もその一つです。諸外国の最新の法令情報などを紹介・解説する『外

国の立法』は、創刊以降どのように歩んできたのでしょうか。

　実際に執筆や編集に当たっている職員が、最新の状況も含めて御紹介します。
　

写真 1 　『外国の立法―立法情報・翻訳・解説―』
季刊版　第 304 号　2025 年 6 月
https://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/
legis/index.html
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『
外
国
の
立
法
』
と
は
？

　

『
外
国
の
立
法
―
立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説
―
』

（
以
下
『
外
国
の
立
法
』
と
い
う
略
称
で
統
一
）
は
、

諸
外
国
の
重
要
な
法
令
の
翻
訳
、
そ
の
制
定
経
緯

や
要
点
を
解
説
し
た
記
事
な
ど
を
掲
載
し
た
「
季

刊
版
」（
年
４
回
刊
行
）
と
、
諸
外
国
に
お
け
る
新

た
な
法
令
制
定
の
動
き
と
そ
れ
に
関
連
す
る
情
報

を
よ
り
簡
潔
に
ま
と
め
た
「
月
刊
版
」（
季
刊
版
の

刊
行
月
を
除
く
年
８
回
刊
行
）
と
に
分
け
て
、
刊

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
国
会
に
お
い
て
国

政
課
題
を
検
討
し
、
法
律
案
の
作
成
・
審
議
を
行

う
際
に
、
主
要
国
の
立
法
例
を
参
照
す
る
と
い
う

用
途
の
ほ
か
、
調
査
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
な
資

料
と
し
て
御
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
１
）
対
象
国
（
地
域
）・
テ
ー
マ

　『
外
国
の
立
法
』
月
刊
版
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
、
カ
ナ
ダ
、
Ｅ
Ｕ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
中
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
幅
広
い
国
（
地

域
）
を
、
毎
号
、
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

季
刊
版
で
は
、
１
号
に
つ
き
、
こ
れ
ら
の
国
（
地

域
）
か
ら
３
～
４
か
国
（
地
域
）
を
順
番
に
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
５
月
号
を
例
に
し
ま
す
と
、
政
治

分
野
（
上
院
議
員
の
行
為
規
範
）、
外
交
分
野
（
安

全
保
障
条
約
）、
財
政
分
野
（
予
算
法
）、
産
業
分

野
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
）、
労
働
分
野
（
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
労
働
規
制
）
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
（
前
頁
写
真
２
）。

（
２
）
記
事
の
形
式
と
工
夫

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
の
形
式
に
は
、
月
刊
版

の
場
合
、
諸
外
国
に
お
け
る
新
た
な
法
令
制
定
の

動
き
と
そ
れ
に
関
連
す
る
情
報
を
主
に
紹
介
す
る

「
立
法
情
報
」（
２
ペ
ー
ジ
程
度
）、
こ
う
し
た
動
き

な
ど
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
「
短
信
」（
20
行
程
度
）、

諸
外
国
の
議
会
に
お
け
る
日
本
関
係
の
審
議
動
向
、

日
本
に
関
す
る
重
要
な
判
決
、
国
の
指
導
者
又
は

行
政
府
に
よ
る
対
日
政
策
発
表
等
を
紹
介
す
る
「
日

本
関
係
情
報
」（
２
～
４
ペ
ー
ジ
程
度
）、
こ
う
し

た
審
議
動
向
な
ど
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
「
日
本
関

係
情
報
（
短
信
）」（
20
行
程
度
）
が
あ
り
ま
す
。

季
刊
版
の
場
合
は
、法
令
の
解
説
（
10
ペ
ー
ジ
程
度
）

と
翻
訳
と
い
う
形
式
で
す
。

　

月
刊
版
の
各
記
事
は
短
い
も
の
で
す
が
、
例
え

ば
、
今
後
提
出
さ
れ
る
予
定
の
法
律
案
を
そ
の
概

要
と
と
も
に
一
覧
表
に
ま
と
め
た
り
（
イ
ギ
リ
ス
：

２
０
２
４-

２
５
年
会
期
に
お
け
る
主
な
政
府
提

出
予
定
法
律
案
）、
選
挙
法
改
正
に
よ
り
新
し
く

な
っ
た
投
票
用
紙
を
図
で
示
し
た
り

（
イ
タ
リ
ア
：

２
０
１
７
年
上
下
両
院
選
挙
法
改
正
）、
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
誌
面
の
工

夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
執
筆
体
制
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

『
外
国
の
立
法
』
の
編
集
は
、
調
査
及
び
立
法
考

査
局
の
海
外
立
法
情
報
調
査
室
・
課
が
担
当
し
て

い
ま
す
。
同
室
・
課
の
管
理
職
を
含
む
10
名
の
常

勤
職
員
に
加
え
て
、
非
常
勤
調
査
員
と
し
て
、
外

部
の
研
究
者
数
名
も
執
筆
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
、
常
勤
職

員
だ
け
で
は
継
続
的
に
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
難
し

い
国
・
地
域
に
関
す
る
記
事
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
非
常
勤
調
査
員
の
中
に
は
、

そ
の
後
、
そ
の
国
・
地
域
の
研
究
を
リ
ー
ド
さ
れ
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る
よ
う
な
研
究
者
と
な
ら
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

執
筆
・
編
集
は
、
１
年
間
の
編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
月
刊
版
の
場
合
、
執
筆
テ
ー
マ
の
決
定

か
ら
刊
行
に
至
る
ま
で
約
２
か
月
、
季
刊
版
の
場

合
、
同
じ
く
約
５
か
月
の
期
間
を
か
け
て
い
ま
す
。

『
外
国
の
立
法
』
の
歩
み

　

続
い
て
、『
外
国
の
立
法
』
創
刊
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
歩
み
を
簡
単
に
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

以
下
で
は
、
便
宜
の
た
め
、
後
述
す
る
誌
名
の
変

更
等
に
基
づ
い
て
、
第
１
期
と
第
２
期
に
区
分
し

て
み
ま
す
。

〈
第
１
期
〉 �

  �

第
１
号
［
創
刊
号
］
～
第
２
０
８
号　
　

１
９
６
２
～
２
０
０
０
年

　

『
外
国
の
立
法
』
は
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年

９
月
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
３
）。
当
館
の

歴
史
か
ら
見
ま
す
と
、
そ
の
前
年
に
現
在
の
東
京

本
館
の
本
館
庁
舎
が
永
田
町
に
竣
工
し
、
新
た
な

活
動
を
開
始
し
た
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
創
刊
当

時
は
２
か
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
判
型
も
現
在
の
Ａ
４
判
よ
り
小
型
の
Ａ
５
判

で
し
た
。
創
刊
に
当
た
り
、『
外
国
の
立
法
』
は
、

「
わ
が
国
の
当
面
す
る
問
題
の
た
め
参
考
と
な
る

と
思
わ
れ
る
主
要
な
外
国
法
律
等
に
つ
き
簡
単
な

紹
介
を
お
こ
な
い
、
必
要
に
応
じ
各
国
の
議
会
の

立
法
手
続
等
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
ほ

か
、
資
料
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
英
米
独
仏
の
四
ヵ

国
の
通
過
法
律
の
件
名
リ
ス
ト
を
逐
次
掲
載
す
る

（
１
）

」 

も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

創
刊
号
を
実
際
に
開
い
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
、

西
ド
イ
ツ
の
「
ド
イ
ツ
裁
判
官
法
」、ト
ル
コ
の
「
新

憲
法
」、
ア
メ
リ
カ
の
「
上
院
規
則
第
22
条
（
討
論

終
局
の
規
則
）」
な
ど
、15
件
の
諸
外
国
の
法
令
（
法

案
を
含
む
。）
に
関
す
る
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ド
イ
ツ
統
一
前
の
「
西
ド
イ
ツ
」
と
い
う
国

名
の
ほ
か
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ト
ル

コ
の
「
新
憲
法
」（
１
９
６
１
年
制
定
）
に
対
し
て
、

そ
れ
か
ら
約
20
年
後
（
１
９
８
２
年
）
に
は
次
の
「
新

憲
法
」（
現
在
の
ト
ル
コ
共
和
国
憲
法
）
が
制
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
時
代
の
移
り
変
わ

『外国の立法』第１号　1962 年 9 月　https://dl.ndl.go.jp/pid/2641419

写真３　創刊号の表紙（左）と目次（右）
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り
を
強
く
感
じ
ま
す
。
ま
た
、「
制
度
紹
介
」
と
い

う
欄
が
設
け
ら
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
デ
ン
マ
ー

ク
の
国
会
監
察
委
員
制
度

（
２
）

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
当
館
が
行
う
調
査
の
特
色
で
あ
る
、（
個
別
の
法

令
の
み
な
ら
ず
）
諸
外
国
の
制
度
を
分
析
し
、
紹

介
す
る
こ
と
へ
の
関
心
や
、
通
常
参
照
さ
れ
る
こ

と
の
多
い
国
（
地
域
）
に
と
ど
ま
ら
な
い
調
査
対

象
の
幅
広
さ
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
創
刊
号
に
は
、
当
館
の

所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
、
外
国
法
令
に
関
す
る
国

内
文
献
目
録
や
、
主
要
国
の
制
定
法
律
の
一
覧
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
よ
う
に
、
各
国
の

議
会
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
経
由
し
て
、
制
定
さ

れ
た
法
律
に
手
軽
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
当
時
、
こ
の
よ
う
な
一
覧
は
重
要
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
誌
面
の
構
成
は
、
時
期
に
よ
っ
て
少

し
変
化
す
る
も
の
の
、
大
き
く
分
け
て
、
諸
外
国

の
法
令
の
解
説
を
行
う
「
立
法
紹
介
」、
外
国
法
令

に
関
係
す
る
邦
語
文
献
の
目
録
な
ど
の
「
資
料
（
紹

介
）」
及
び
英
米
独
仏
４
か
国
の
「
外
国
法
制
定
リ

ス
ト
」
と
い
う
３
部
構
成
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
の
第
１
５
７
号
か
ら
は
、

10
行
程
度
で
諸
外
国
の
法
令
を
簡
潔
に
紹
介
す
る

「
立
法
の
動
き
」
欄
が
、
新
た
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

第
１
５
７
号
の
当
該
欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
国
は
、

掲
載
順
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ペ
ル
ー
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
イ
ス
と
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
（
写
真
４
）。

　

平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
の
第
２
０
１
号
か
ら
は
、

特
集
を
組
む
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

そ
れ
ま
で
の
２
か
月
に
１
回
の
刊
行
か
ら
不
定
期

刊
行
（
年
数
回
程
度
）
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
も
、

法
令
の
翻
訳
に
制
定
経
緯
等
の
解
説
を
付
し
た
も

写真 4　「立法の動き」の最初の事例

『外国の立法』第 157 号　1988 年 9 月　

https://dl.ndl.go.jp/pid/2641575/1/19

9 国立国会図書館月報 773/774号 2025.9/10

https://dl.ndl.go.jp/pid/2641575/1/19


の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
初
期
の
特
集
テ
ー
マ
に
は

「
宗
教
団
体
と
カ
ル
ト
対
策
」（
平
成
９
（
１
９
９
７
）

年
５
月
）、「
金
融
機
関
救
済
」（
平
成
10
（
１
９
９
８
）

６
月
）
な
ど
が
あ
り
（
写
真
５
）、
前
者
は
平
成

７
（
１
９
９
５
）
年
に
発
生
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教

に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
後
者
は
平
成
９

（
１
９
９
７
）
年
の
（
北
日
本
で
当
時
最
大
の
銀
行

で
あ
っ
た
）
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
破
綻
な
ど
と
い

う
よ
う
に
、
刊
行
当
時
の
我
が
国
の
社
会
情
勢
を

色
濃
く
反
映
し
た
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
第
２
期
〉　

  �

第
２
０
９
号
～

  �

２
０
０
１
年
～
現
在

　

平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
４
月
、
諸
外
国
に
お

け
る
最
新
の
法
令
制
定
の
動
き
な
ど
に
関
す
る
調

査
・
情
報
提
供
を
強
化
す
る
た
め
、『
外
国
の
立
法
』

の
執
筆
・
編
集
を
専
門
に
行
う
部
署
と
し
て
海
外

立
法
情
報
調
査
室
・
課
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

組
織
の
見
直
し
と
と
も
に
、
同
年
の
第
２
０
９
号

か
ら
、
誌
名
を
『
外
国
の
立
法
』
か
ら
現
在
の
『
外

国
の
立
法
―
立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説
―
』
に
改

め
、
刊
行
頻
度
も
不
定
期
刊
行
か
ら
年
４
回
と
な

り
、
こ
れ
が
現
在
の
季
刊
版
と
な
っ
て
い
ま
す
。

判
型
が
現
在
の
Ａ
４
判
と
な
っ
た
の
も
、
こ
の
と

き
で
す
（
写
真
６
）。
さ
ら
に
、平
成
20
（
２
０
０
８
）

年
の
第
２
３
５
号
以
降
、
諸
外
国
で
制
定
さ
れ
た

新
た
な
法
令
を
よ
り
迅
速
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、

季
刊
版
の
別
冊
と
し
て
月
刊
版
を
創
刊
し
ま
し
た

（
次
頁
写
真
７
）。

　

現
在
で
は
、
季
刊
版
、
月
刊
版
と
も
に
、
特
集
（
小

特
集
）
を
積
極
的
に
企
画
し
、
国
政
課
題
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
諸
外
国
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
法
令
が
制
定
さ
れ
て
い
る
か
の
ト

レ
ン
ド
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。
近
年
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
り
特

集
を
組
ん
だ
テ
ー
マ
と
し
て
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」
や
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」

が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
16
回
（
２
０
２
０
年
５
月

～
２
０
２
２
年
４
月
）、
後
者
は
４
回
（
２
０
２
２

年
７
月
～
11
月
）
に
わ
た
り
企
画
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
は
、
当
初
、

関
連
記
事
執
筆
が
複
数
年
に
わ
た
り
続
く
こ
と
に

な
る
と
は
予
想
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
我
が

写真 6 　誌名変更後、初めての号。このとき誌
面の判型が A4 判となった。現在と違い、英文の
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１　�山越道三「創刊のことば」『外国の立法』第 1 号 , 1962 年 9 月, p.1. この創
刊号を始め、過去の『外国の立法』は、国立国会図書館デジタルコレクション
又は国立国会図書館ホームページから、全文をご覧いただくことができます。

2　�スウェーデンの国会監察委員制度については、「国会両院から選出される選挙
人団によって選任され、国会の信任の下に行政司法各部を監督し市民の権利
保護の任にあたる」ものと紹介されており、デンマークの同制度については、「ス
ウェーデンにおおむね類似するが、著しい相違として、監督対象が行政しかも中
央行政のみに限られる」ことが挙げられています。

国
で
必
要
と
さ
れ
る
情
報
が
何
か
を
見
極
め
つ
つ
、

時
に
は
現
地
（
海
外
）
と
電
子
メ
ー
ル
等
で
や
り

取
り
も
し
な
が
ら
、
ま
さ
に
同
時
進
行
で
執
筆
を

進
め
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
合
計
73

件
の
関
連
記
事
は
、
今
後
も
各
国
（
地
域
）
に
お

け
る
同
感
染
症
対
策
の
推
移
を
追
う
際
の
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

『
外
国
の
立
法
』
は
、
今
回
御
紹
介
し
た
よ
う
に
、

創
刊
当
初
か
ら
諸
外
国
の
立
法
動
向
に
関
す
る
正

確
な
情
報
を
幅
広
く
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
試
行
錯
誤
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
諸
外
国
の
法

令
を
紹
介
し
、
解
説
す
る
と
い
う
枠
組
み
の
下
、

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
変
化
し
た
部
分
は

あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
記

事
の
形
式
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
、
時
宜
を
踏
ま
え
た

特
集
（
小
特
集
）
の
企
画
な
ど
、
現
在
に
つ
な
が

る
も
の
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
読
者
の
皆
様
か
ら
の
御
意
見
、
御
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
国
政
審
議
を
始
め
と
し
た
幅
広

い
用
途
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
今
後
と
も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
海
外
立
法
情
報
課
長　

芦
田　

淳
）

写真８　室課内での確認を受けて指摘が書き込まれた原稿の例。指摘を反映
しながら、より読みやすい原稿を目指して直していく。

写真 7　月刊版の初めての号。現在と違い、記
事タイトルが表紙に記されていない。 
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1
　
テ
ー
マ
探
し

　

海
外
立
法
情
報
調
査
室
・
課
で
は
、
室
課
員
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
自

分
の
担
当
す
る
国
や
地
域
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
筆
者
の
担
当
す
る
韓
国

で
は
、
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
年
間
に

８
５
０
件
前
後（
１
）
の
法
律
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
厳
密
に
比
べ
る

こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
我
が
国
で
つ
く
ら
れ
る
法
律
の
件
数
は
平
均
で

年
間
88
件
程
度（
２
）
で
す
か
ら
、
韓
国
の
法
律
の
「
多
さ
」
が
お
分
か
り
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
多
く
の
法
律
を
前
に
し
て
、
例
え
ば
、「
現
在
、
我
が
国
で
ど

の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
国
政
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
か
」、「
我
が
国

で
は
ま
だ
あ
ま
り
関
心
を
持
た
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
将
来
参
考
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」、「
紹
介
し
た
場
合
に
我
が
国
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
か
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、執
筆
す
る
テ
ー
マ
を
探
し
ま
す
。
そ
の
際
、

韓
国
で
発
行
さ
れ
る
新
聞
や
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
な
ど
に
日
々
目
を
通
し
て
い
る
ほ
か
（
次
頁
写
真
９
）、
法
律
や
法
律

案
を
調
べ
る
た
め
に
、
韓
国
国
会
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
で
定
期
的
に
情

報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
は
、
動
画
サ
イ
ト
か
ら
情
報
を

収
集
す
る
割
合
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
国
会
放
送
（
韓
国
国
会

が
運
営
し
て
い
る
放
送
局
）
のYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
新
た
に
制

定
さ
れ
た
個
々
の
法
律
の
解
説
な
ど
を
動
画
で
配
信
し
て
い
ま
す
し
、
国

会
放
送
や
韓
国
の
主
要
放
送
局
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
、
放
送
の
当
日
か
ら

配
信
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
動
画
か
ら
執
筆
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
に
関

し
て
は
、
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
す
る
サ
イ
ト
、
１
週
間
に
１
回
チ
ェ
ッ
ク
す
る

サ
イ
ト
、
１
か
月
に
１
回
チ
ェ
ッ
ク
す
る
サ
イ
ト
の
3
つ
に
分
け
て
お
り
、

状
況
に
応
じ
て
チ
ェ
ッ
ク
の
頻
度
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
以
前

は
国
会
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
は
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
会
放
送
の
動
画
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
１
週
間
に
１
回
に
頻
度

を
下
げ
て
い
ま
す
。
執
筆
の
時
間
は
限
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー

マ
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
作
業
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
か
ら
、

効
率
よ
く
、
か
つ
、
重
要
な
テ
ー
マ
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
執
筆
テ
ー
マ
を

絞
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
法
律
だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
の
国
会
で
行
わ
れ
る
日
本
関
係
の

決
議
等
に
つ
い
て
も
、
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
う
し
た
決
議

等
は
、
政
権
の
姿
勢
に
左
右
さ
れ
、
日
本
関
係
の
決
議
等
が
数
多
く
出
さ

れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
（
３
）、
現
時
点
（
２
０
２
５
年
6
月
）
に
お
い
て

そ
の
よ
う
な
決
議
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

執
筆
テ
ー
マ
が
あ
る
程
度
絞
ら
れ
て
く
る
と
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
取

り
上
げ
る
か
を
考
え
ま
す
。「
い
つ
」
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
け
る
議

論
の
動
向
や
、
取
り
上
げ
る
法
律
の
重
要
性
、
分
量
、
公
布
や
施
行
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
て
決
め
て
い
き
ま
す
。「
ど
の
よ
う
に
」

に
つ
い
て
は
、『
外
国
の
立
法
』
の
記
事
の
形
式
に
あ
わ
せ
て
選
ん
で
い
き

ま
す
。
例
え
ば
、
改
正
さ
れ
た
条
文
が
１
か
条
し
か
な
い
非
常
に
短
い
法

律
で
あ
れ
ば
、「
月
刊
版
」
の
「
短
信
」
の
よ
う
な
形
式
を
選
ぶ
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
他
方
、
重
要
な
法
律
に
つ
い
て
は
、
時
間
を
か
け
て
調
査

し
た
内
容
を
解
説
と
し
て
ま
と
め
、
翻
訳
と
と
も
に
「
季
刊
版
」
で
公
表

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

2
　
記
事
の
執
筆

　

海
外
立
法
情
報
調
査
室
・
課
で
は
、
国
会
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
調
査

を
行
う
こ
と
は
少
な
く
、
基
本
的
に
は
自
分
た
ち
で
取
り
上
げ
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
記
事
を
執
筆
す
る
こ
と
が
主
な

仕
事
で
す
。
た
だ
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
『
外
国
の
立
法
』
は
毎
月
刊
行

さ
れ
る
た
め
、
担
当
国
（
地
域
）
の
立
法
動
向
の
「
今
」
を
お
伝
え
す
る

べ
く
、
日
々
新
し
い
テ
ー
マ
と
格
闘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
の
担
当
者
は
一
人
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
幅

広
い
テ
ー
マ
を
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、

基
本
的
な
事
項
か
ら
勉
強
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
通
常
は
、
２
ペ
ー

テーマ探しから刊行まで～韓国の担当者の場合～
『外国の立法』は、実際にどのような流れを経て、皆さんの目に触れるような形になってい
るのでしょうか?　韓国を例に、執筆テーマを探すところから刊行されるまでの流れについ
てご紹介します。
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1　�韓国国会「最近制定・改正法律」<https://likms.assembly.go.kr/

law/lawsLawtInqyList5010.do?genActiontypeCd=2ACT1010&g

enDoctreattypeCd=DOCT2041&genMenuId=menu_serv_nlaw_

lawt_2000&procWorkId=>に基づく、直近5年間の公布法律件数の平

均。

2　�内閣法制局「過去の法律案の提出・成立件数一覧」<https://www.clb.

go.jp/recent-laws/number/>に基づく、令和2年から令和6年まで

の法律成立件数の平均。

3　�このような時期の決議を紹介した記事として、例えば、中村穂佳「【韓

国】日本の近代産業施設に関するユネスコ世界遺産委員会の勧告履行

及び後続措置の再履行を求める決議の採択」『外国の立法』第289-2

号 , 2021.11, pp.54-56）、藤原夏人・田中福太郎・廣田美和「【韓

国】旭日旗の持込禁止措置を求める決議」『同』第282-1号 , 2020.1, 

pp.37-39

4　�藤原夏人「韓国のストーカー対策法制」『外国の立法』第 302 号 , 

2024.12, pp.51-80; 同「【韓国】ディープフェイク性犯罪への対応強

化―罰則強化と被害者保護―」『同』第302-1号 , 2025.1, pp.4-5など。

5　�河村真澄「【韓国】無人キオスク端末等のアクセシビリティ向上のため

の法改正」『外国の立法』第302-1号 , 2025.1, p.39; 阿部健太郎「【韓

国】漫画振興法の改正」『同』第302-2号 , 2025.2, p.28など。

ジ
程
度
の
「
立
法
情
報
」
で
あ
れ
ば
、
お
お
よ
そ
１
～
２
週
間
程
度
で
書

き
上
げ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
テ
ー
マ
で
あ

れ
ば
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
と
韓
国
は
、
例
え
ば
、
少
子
高
齢
化
や
首
都
圏
へ
の
人
口
集
中

な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
も
共
通
し
た
も
の
が
多
く
、
近
年
は
い
わ

ば「
一
緒
に
悩
め
る
存
在
」に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
筆
者
の
場
合
、

最
近
で
あ
れ
ば
、
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
や
、
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
性
犯
罪
へ

の
対
応
強
化
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
記
事
を
執
筆
し
ま
し
た（
４
）。

執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
ど
う
す
れ
ば
正
確
に
、
か
つ
、
韓
国
の
事
情
を
知

ら
な
い
読
者
に
も
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
か
と
い
っ
た
点
に
気
を
付
け
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
な
ら
で
は
の
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、

日
韓
両
国
の
共
通
性
ゆ
え
に
説
明
を
加
え
な
い
と
誤
解
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
身
近
な
用
語
で
す
と
、
韓
国
語
で

「
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
」と
い
う
と
、日
本
語
の「
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」を
指
す
と
い
っ

た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
語
で
「
保
育
院
」
と
い
う
と
、
日
本

語
の
「
児
童
養
護
施
設
」
を
指
す
と
い
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

3
　
記
事
の
確
認

　
記
事
を
執
筆
す
る
と
、
ま
ず
、
所
属
し
て
い
る
海
外
立
法
情
報
調
査
室
・

課
内
で
、
管
理
職
の
確
認
を
受
け
ま
す
。
こ
の
確
認
で
は
、
法
令
の
原
文

と
照
合
し
て
、
お
か
し
い
点
は
な
い
か
、
ま
と
め
方
は
適
切
か
、
文
章
は

誤
解
を
招
く
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た
点
か
ら
詳
細
な
コ
メ
ン

ト
が
入
り
ま
す
。
執
筆
中
は
こ
の
よ
う
な
点
に
十
分
注
意
を
払
っ
て
い
る

つ
も
り
で
す
が
、
新
た
な
目
で
確
認
さ
れ
る
と
、
自
分
で
も
気
付
か
な
か
っ

た
点
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え

た
修
正
を
終
え
る
と
、
次
は
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
内
で
、
記
述
が
正

確
で
あ
る
か
や
客
観
性
を
保
っ
て
い
る
か
、
論
理
的
で
分
か
り
や
す
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
同
局
の
全
刊
行
物
の
査
読
を

行
っ
て
い
る
部
署
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
上
の
確
認
作

業
は
、
校
正
作
業
も
合
わ
せ
れ
ば
、
月
刊
版
で
お
お
よ
そ
１
か
月
、
季
刊

版
で
お
お
よ
そ
３
か
月
の
期
間
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
二

重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
で
、
当
初
気
付
か
な
か
っ
た
点
も
含
め
て
、

正
確
さ
と
分
か
り
や
す
さ
の
両
面
か
ら
よ
り
良
い
も
の
と
な
っ
て
皆
さ
ん

の
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
最
近
で
は
、
ア
ジ
ア
関
係
資
料
の
収
集
、
整
理
等
の
業
務
を
所

管
す
る
関
西
館
ア
ジ
ア
情
報
課
の
職
員
も
執
筆
し
て
お
り
、
よ
り
多
様
な

角
度
か
ら
、
韓
国
に
関
す
る
情
報
を
『
外
国
の
立
法
』
で
提
供
で
き
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す（
５
）。
今
後
と
も
ご
愛
読
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       （
海
外
立
法
情
報
課　

藤
原　

夏
人
）

写真９　紙の新聞のチェックは日課です。
新聞はインターネットでもチェックできます
が、日々 の出来事を網羅的にチェックする
には紙の新聞が適しています。
新聞をチェックしている最中の筆者とチェッ
クが済んで日々 積みあがっていく新聞紙。
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立法情報

外国の立法 No.303-2（2025.5） 国立国会図書館 調査及び立法考査局

【韓国】ヤングケアラー及びひきこもりへの支援に係る法律の制定 

海外立法情報課 藤原 夏人

＊2025 年 3 月 25 日、ヤングケアラー及びひきこもりの青少年に対する支援に係る法整備を目

的とした「家族ケア等の危機児童・青年の支援に関する法律」が公布された。

1 背景と経緯 
政府が公表した 2024 年「青年の暮らし実態調査」の結果によると、韓国の 19 歳から 34 歳ま

での若者の 1.5%が「家族ケア青年」（家族の介護、家事等を日常的に行っているヤングケアラ

ー）、5.2%が「孤立・隠とん青年」（日本のひきこもりに相当）であった1。 
韓国では、2021 年 5 月に 22 歳の青年が自宅で介護していた父親を死亡させた事件をきっか

けに、ヤングケアラーの存在が広く知られ、彼らへの支援を求める声が高まった2。また、ひき

こもりについても、地方公共団体レベルでの散発的な支援は行われていたものの、若者の就職

難を背景に近年その数が増加しており3、より体系的な支援を要する状況となっている4。 

これら困難な境遇にある若者を支援するため、政府は 2023 年 9 月、「青年福祉 5 大課題」を

公表し、ヤングケアラー、ひきこもり等に対する支援策を打ち出した5。あわせて、国会におい

ても、これまで支援対象として十分に認識されてこなかったヤングケアラー及びひきこもりに

対する支援に向けた動きが起こり、議員立法により関連法案が相次いで提出された。

その後、国会の法案審査の過程において、関連 10 法案が一本化され、2025 年 2 月 27 日に国

会本会議で可決、同年 3 月 25 日に「家族ケア等の危機児童・青年の支援に関する法律」6（以

下「支援法」）が公布された7（法律第 20846 号、一部条項を除き 2026 年 3 月 26 日施行）。 

2 支援法の概要 
支援法は、全 7 章8（本則 32 か条及び附則 2 か条）から成る。概要は、次のとおりである。 

（1）定義及び基本原則 
 ヤングケアラーは「家族ケア児童・青年」（ケアが必要な家族に看護、介護、日常生活管理

その他の支援を提供する者）、ひきこもりは「孤立・隠とん児童・青年」（他人との交流がほ

＊ 本稿におけるインターネット情報の最終アクセス日は、2025 年 4 月 9 日である。 
1 「[보도자료] '24 년 청년의 삶 실태조사 결과 발표 보도자료」大韓民国政策ブリーフィング, 2025.3.11. <https://ww 

w.korea.kr/briefing/pressReleaseView.do?newsId=156678299> なお、ケアを主に担う家族ケア青年は 0.6%である。
2 김향미「22 살 청년 ‘간병살인’ 비극에…정치권도 ‘영케어러’ 정책 마련 촉구」『경향신문』2021.11.7. <https://w 

ww.khan.co.kr/article/202111071606001> 
3 前回の「青年の暮らし実態調査」（2022 年）では、ひきこもりの若者の割合は全体の 2.4%であった。前掲注(1) 
4 이정훈「54 만 고립ꞏ은둔 청년 지원, 정부ꞏ지자체간 통일성 높여야」『한겨레』2024.12.27. <https://www.hani.co.kr 

/arti/society/rights/1175108.html> 
5 「대한민국의 미래, 청년의 지친 삶을 보듬고 희망찬 내일을 함께 준비합니다」보건복지부, 2023.9.19. <https://w 

ww.mohw.go.kr/board.es?mid=a10503010100&bid=0027&act=view&list_no=378295&tag=&nPage=1> 
6 「가족돌봄 등 위기아동·청년 지원에 관한 법률（법률 제 20846 호）」本稿において、韓国法令の原文は、国家

法令情報センターウェブサイト <https://law.go.kr/LSW/main.html> を参照した。 
7 「[2208490] 가족돌봄 등 위기아동ꞏ청년 지원에 관한 법률안（대안）（보건복지위원장）」本稿において、韓国の

法律案の原文は議案情報システムウェブサイト <https://likms.assembly.go.kr/bill> を参照した。 
8 第 1 章「総則」、第 2 章「危機児童・青年支援基本計画の策定等」、第 3 章「危機児童・青年支援手続」、第 4 章

「社会保障給付の提供及び連携」、第 5 章「危機児童・青年支援基盤構築」、第 6 章「補則」、第 7 章「罰則」。 
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写真１０　「立法情報」の一例
『外国の立法―立法情報・翻訳・解説―』月刊版　第 303-2 号　2025 年 5 月 　
https://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/legis/2025/index.html#no303-2

 調査及び立法考査局では、次の資料を刊行しています。
「国会と国民をつなぐ」調査及び立法考査局の刊行物を皆様もお読みになってみませんか？ 

・『調査と情報―ISSUE BRIEF―』( 不定期刊 )：国政課題に関する簡潔な解説シリーズ　　　
・『レファレンス』( 月刊 )：国政の中長期的課題に関する調査論文集
・『調査資料』( 随時 )：特定のテーマに関する調査報告・資料集
・『外国の立法』( 季刊・月刊 )：外国の法令の翻訳、制定経緯の解説、外国の立法動向等

　　※��国立国会図書館ホームページから PDFファイルでご覧いただけます。
　　　分野・国・地域別 での絞り込みも可能です。

　
  �国立国会図書館ホームページ ＞ 国会関連情報 ＞ 調査及び立法考査局の刊行物（近刊） 
  https://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/newpublication.html	

調査及び立法考査局　刊行物のご案内

新刊情報をお届けします！
新刊情報やイベント情報などを掲載した「新刊お知らせメール」の配信（試行）をしています。
配信の登録ページは、上掲の近刊情報からアクセスできます。	
皆様、ぜひご登録ください。

（調査企画課）

実際の誌面から 【韓国】ヤングケアラー及びひきこもりへの支援に係る法律の制定

ひきこもりは、韓国でも社会問題と

なっており、決して日本特有の問題で

はありません。また、近年可視化され

てきたヤングケアラーの問題も、日韓

が共通して抱える課題の一つです。日

韓が共通の課題について共に悩み、お

互いの取組を参照し合える時代になっ

たことを示す一例として、このテーマ

を選びました。

韓国のひきこもりは、就職の失敗が

きっかけになっていることが少なくな

いと言われています。その背景には、

若者の厳しい就職事情があります。
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写真1a 　『猪隈関白記』第1冊の前表紙〈表紙裏反古〉　
https://dl.ndl.go.jp/pid/13393061/1/3（モノクロ）

は
じ
め
に

和
本
（
冊
子
）
の
表
紙
は
、
色
や
文
様
の
あ

る
紙
の
裏
側
に
紙
を
貼
っ
て
「
裏
打
ち
」
に
し

て
補
強
し
、
四
辺
を
中
へ
折
り
込
ん
で
作
り
ま

す
。
表
紙
の
裏
側
（
以
下
「
表
紙
裏
」）
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
見
栄
え
が
悪
い
の
で
、
本
文
と

同
じ
紙
な
ど
を
貼
り
ま
す
。
こ
の
裏
か
ら
貼
る

紙
を
「
見
返
し
」
と
呼
び
ま
す
。
見
返
し
に
よ

り
表
紙
裏
は
隠
れ
る
た
め
、
裏
打
ち
に
は
反ほ

ご古

（
不
要
に
な
っ
た
紙
。
本
稿
の
場
合
、
書
物
の

印
刷
時
に
刷
り
損
な
う
な
ど
し
た
紙
）
を
用
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
（「
絵
解
き 

和
本
の

表
紙
の
作
り
方
」
参
照
）、
糊
が
は
が
れ
て
表

紙
裏
が
露
わ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
見
栄
え
は
悪
い
の
で
す
が
、
反
古
が
裏
打

ち
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
、
本
の
成
立
事

情
が
分
か
る
な
ど
、
興
味
深
い
発
見
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
補
強
材
と
し
て
表
紙

の
裏
側
に
ひ
そ
む
反
古
」
を
「
表ひ

ょ
う
し
う
ら
ほ
ご

紙
裏
反
古
」
（
１
）

と
呼
ん
で
研
究
す
る
『
表
紙
裏
の
書
誌
学
』
と

い
う
本
が
あ
る
ほ
ど
で
、
和
本
の
世
界
で
は
大

切
な
研
究
材
料
な
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
当
館

の
所
蔵
資
料
の
な
か
に
見
出
し
た
大
量
の
〈
表

紙
裏
反
古
〉
の
素
性
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の

多
く
が
徳
川
吉
宗
の
孫
で
あ
る
白
河
藩
主
松
平

定
信
（
１
７
５
８
～
１
８
２
９
）
が
編
纂
し

〈
表
紙
裏
反
古
〉
に
な
っ
た
『
集
古
十
種
』

―
破
損
し
た
表
紙
か
ら
み
る
松
平
定
信
の
活
動
―

大
沼
　
宜
規

た
『
集し
ゅ
う
こ
じ
っ
し
ゅ

古
十
種
』
と
い
う
書
物
の
反
古
で
あ
り
、

加
え
て
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
編
纂
の
過
程
で
作
ら
れ
た
印
刷
物
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
お
話
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
　〈
表
紙
裏
反
古
〉
の
発
見

は
じ
め
に
写
真
1a
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
独
特

の
形
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

江
戸
期
に
書
写
さ
れ
た
『
猪い

の
く
ま隈
関
白
記
』（
鎌

倉
時
代
の
公
家
近
衛
家
実
の
日
記
）
第
１
冊
前

表
紙
（
書
物
の
前
側
の
表
紙
。
後
側
の
表
紙
（
裏

表
紙
）
は
後
表
紙
と
記
し
ま
す（

２
）
） 

の
〈
表
紙
裏写真1b　『集古十種』扁額8冊「正一位道祖

神」　https://dl.ndl.go.jp/pid/2592643/1/6 
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写真4b　兵器類馬具3冊「河内国誉田八幡宮蔵
頼朝卿鞍図」
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592626/1/93

反
古
〉
で
す
。

糊
が
は
が
れ
て
表
紙
裏
が
露
わ
に
な
っ
て
い

る
の
は
こ
の
表
紙
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全

４
冊
の
う
ち
、
ほ
か
に
５
枚
分
の
表
紙
裏
が
露

わ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
〈
表
紙
裏

反
古
〉
が
あ
り
ま
す
（
写
真
2a
～
6a
）。
表
紙

と
見
返
し
と
の
間
の
糊
が
し
っ
か
り
つ
い
て
い

る
残
る
２
枚
の
表
紙
も
、
解
体
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
隙
間
か
ら
そ
っ
と
内
側
を
覗
く
と
、〈
表

紙
裏
反
古
〉
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
『
猪
隈
関
白
記
』
に
は
、
松
平
定
信
と

白
河
（
桑
名
）
藩
に
ゆ
か
り
の
蔵
書
印
が
捺
さ

れ
て
い
ま
す（

３
）。
定
信
は
、
寛
政
の
改
革
を
進
め

た
江
戸
幕
府
の
老
中
と
い
う
印
象
が
強
い
で
す

が
、
老
中
退
任
後
、
文
化
事
業
に
尽
力
し
た
こ

と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

定
信
が
編
纂
・
刊
行
し
た
古
書
画
・
古
器
物
・

古
武
具
類
の
図
録
『
集
古
十
種
』（
17
頁
コ
ラ

ム
１
参
照
）
は
大
変
著
名
な
も
の
で
す
。
写
真

1a
か
ら
6a
ま
で
の
〈
表
紙
裏
反
古
〉
は
、『
集

古
十
種
』
を
印
刷
し
た
時
の
反
古
と
い
う
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

幸
い
『
集
古
十
種
』
は
類
別
さ
れ
て
い
る
の

で
、写

真
1a 　

寺
社
の
額
な
ど
に
使
わ
れ
る
額
字　

写真2a　第1冊後表紙

写真2b　兵器類刀剣1冊「巻之一目録」
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592625/1/3

写真 2b～ 6b　写真 2a ～ 6a に対応する『集古十種』の部分

写真3b　兵器類甲冑12冊「厳島神社蔵大内義
隆卿甲冑図」
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592621/1/94

写真 2a～ 6a　『猪熊関白記』の〈表紙裏反古〉の一部

写真3a　第2冊後表紙写真4a　第3冊前表紙
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写真5a　第3冊後表紙

Column 1 『集古十種』
松 平 定 信 編。古 書 画・古 器 物・古 武 具 類
の大型木版図録。全85 冊。碑銘、鐘銘、兵器

（ 甲 冑、旌 旗、弓 矢、刀 剣、馬 具 ）、銅 器、楽
器、文 房、印 章、扁 額、古 画 肖 像、法 帖 定 家
卿 真 跡 小 倉 色 紙、七 祖 賛 弘 法 大 師 真 跡、牧
谿 玉 澗 八 景、名 物 古 画 に 類 別されます。図
に は、遺 品 の 所 在・材 質・法 量・特 色 など
が記されています。

写真6a　第4冊前表紙
https://dl.ndl.go.jp/pid/13393060/1/67 (モノ
クロ）

写真5b　兵器類刀剣1冊「巻之三目録」
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592625/1/8

写真6b　楽器部4冊「播磨国刀田山鶴林寺太鼓火炎図」　https://dl.ndl.go.jp/pid/2592646/1/36

→
「
扁
額
」

写
真
2a
・
5a　
「
太
刀
図
」
の
語
が
見
え
る
目

録　

→
「
兵
器
類（

４
） 

刀
剣
」
の
目
録

写
真
3a　

甲
冑
の
「
袖
」
部
分
の
図　

→
「
兵

器
類
甲
冑
」

写
真
4a　

鞍
の
図　

→
「
兵
器
類
馬
具
」

写
真
6a　

見
出
し
に
「
太
鼓
火
炎
図
」　

→

「
楽
器
部
」

な
ど
と
見
当
を
つ
け
て
、
突
き
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
す
べ
て
の
〈
表
紙
裏
反
古
〉
が
『
集
古
十

種
』
の
一
部
と
一
致
し
ま
し
た
（
写
真
1b
～
6b
）。

内
容
は
24
～
27
頁
付
表
の
「
猪
隈
関
白
記
」
項

参
照
）。
予
想
に
違
わ
ず
『
集
古
十
種
』
印
刷

時
の
反
古
を
〈
表
紙
裏
反
古
〉
に
し
て
い
た
の

で
す
。

二
、〈
表
紙
裏
反
古
〉
の
捜
索

『
集
古
十
種
』
印
刷
時
の
反
古
を
〈
表
紙
裏
反

古
〉
に
用
い
た
本
は
『
猪
隈
関
白
記
』
だ
け
な

の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
当
館
の
司
書
で
あ
っ

た
朝
倉
治
彦
氏
が
、
か
つ
て
「
当
館
本
に
、
こ

れ
［
筆
者
注
：『
集
古
十
種
』
の
こ
と
］
の
試

し
刷
り
を
裏
打
ち
に
使
用
し
て
い
る
本
が
あ

る（
５
）
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
書

※本稿で紹介する資料の一部は国立国会図書館デ

ジタルコレクションでご覧いただけます。

　ただし、『猪隈関白記』などは、過去に撮影され

たマイクロフィルムをもとにデジタル化されて

いるため、モノクロ画像であるとともに、〈表紙

裏反古〉を撮影していないものがあります。
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写真8a 　『儲君親王宣下部類記』後表紙
＜133-46＞
後表紙の外側に透けて見える〈表紙裏反
古〉。『集古十種』掲載図（写真8b）と比較
すると、点数が倍になっています。
※画像処理をして分かりやすくしました。

写真8b　 『集古十種』兵器類刀剣第2冊「山城国
本能寺蔵大太刀図」
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592625/1/70

写真7 　『玉海』第14冊前表紙〈表紙
裏反古〉 <W996-N472>

｝

｝

名
や
印
刷
内
容
を
記
し
て
い
ま
せ
ん
。
や
む
を

え
ず
白
河
（
桑
名
）
藩
旧
蔵
書
お
よ
そ
１
４
０

タ
イ
ト
ル
２
千
２
百
冊
余
り
を
確
認
し
ま
し

た（
６
）。そ

の
結
果
、『
猪
隈
関
白
記
』
以
外
に
も
16

タ
イ
ト
ル
、
総
計
２
２
０
枚
近
い
〈
表
紙
裏
反

古
〉
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
断
片
や

鏡
文
字
（
左
右
が
反
転
し
た
文
字
）
が
多
い
の

で
す
が
（
写
真
７
）、
特
徴
を
探
し
て
突
き
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
２
０
０
枚
以
上
が
『
集
古
十

種
』
の
一
部
と
一
致
し
ま
し
た
（
24
～
27
頁
付

表
参
照
）。
試
し
刷
り
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
刷
り
損
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
や
、

印
刷
の
汚
れ
が
あ
る
も
の
も
あ
り
、
な
か
に
は

一
枚
の
紙
に
同
じ
図
を
二
重
に
刷
っ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
（『
儲ち

ょ
く
ん君
親し
ん

王の
う

宣せ
ん
げ下
部ぶ
る
い類
記き

』（
後
表

紙
）。
写
真
8a
。
8b
は
『
集
古
十
種
』
掲
載
図
）。

〈
表
紙
裏
反
古
〉
と
し
て
『
集
古
十
種
』
の
反

古
を
使
う
資
料
は
、管
見
の
限
り
、白
河
（
桑
名
）

藩
旧
蔵
書
以
外
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
白
河

（
桑
名
）
松
平
家
が
作
成
し
た
表
紙
を
製
本
時

に
付
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
す
。
そ
れ
で

は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
で
こ
れ
ら
の
資
料
に
表

紙
が
付
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

書
物
の
な
か
に
書
写
時
の
事
情
を
示
す
記
載

上半分は「正一位向日
大明神」の一部。見出
し に「〔 山 〕 城 国 乙 訓
郡西岡向日社額 〔小野〕
道風朝臣真蹟」とあり
ます（『集古十種』扁額
3冊3丁表）。

下半分は「寺」（「瀧山寺」
の一部）という字が上
下逆の鏡文字になって
います（『集古十種』扁
額3冊1丁表）。目立た
ないように印刷面を糊
付けしたのか、鏡文字
になるものが多くみら
れます。
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写真9a 　『親綱卿記』第1冊〈表紙裏反古〉
左端に鏡文字で「武蔵国御嶽山蔵日本武尊甲冑図」
とあります。
https://dl.ndl.go.jp/pid/13393054/1/3（モノクロ）

写真9b 　『集古十種』兵器類甲冑第2冊「同蔵紫裾濃甲冑図」
庇の形状などを写真9aと見比べてみてください。
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592618/1/57

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
古
記
録
（
公
家
な
ど

の
日
記
）
の
写
し
が
大
半
で
あ
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
定
信
の
伝
記
「
守
国
神

公
御
遺
事
」
に
は
、「
国
学
ハ
小
栗
因
久
道（

７
）ヲ
京

都
ヘ
遣
ハ
サ
レ
修
行
セ
シ
メ
ラ
レ
搢
紳
家
［
筆

者
注
：
高
位
の
者
、
貴
人
の
こ
と
］
ノ
記
録
類

ヲ
写
サ
シ
メ
立
教
館
ノ
文
庫
ニ
蔵
メ
玉
フ
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
か
ら
で
す（

８
）。
定
信
が
京
都
の

公
家
の
も
と
に
家
臣
を
派
遣
し
て
書
写
さ
せ
て

集
め
た
古
記
録
の
写
本
を
、
製
本
し
て
蔵
書
と

す
る
際
に
、『
集
古
十
種
』
の
反
古
を
〈
表
紙

裏
反
古
〉
に
し
た
表
紙
を
用
い
た
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

三
、『
集
古
十
種
』以
外
の

〈
表
紙
裏
反
古
〉

と
こ
ろ
が
、〈
表
紙
裏
反
古
〉
の
な
か
に
『
集

古
十
種
』
に
見
当
た
ら
な
い
も
の
や
、
部
分
的

に
異
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、『
集
古
十
種
』
に
ま
っ
た
く
見
当
た
ら

な
い
図
と
し
て
、
左
の
４
種
類
（
５
枚
）
が
あ

り
ま
す
。

（
１
Ａ
）『
玉ぎ

ょ
っ
か
い海
』
第
44
冊
（
前
表
紙
）「
東
寺

蔵
硯
図
」
と
あ
る
図
／
第
47
冊
（
前
表
紙
）

曲
線
で
描
か
れ
た
図

（
１
Ｂ
）『
親ち

か
つ
な
き
ょ
う
き

綱
卿
記
』
第
１
冊
（
前
表
紙
）「
武

蔵
国
御
嶽
山
蔵
日
本
武
尊
甲
冑
図
」
と
あ
る

図
（
写
真
9a
）

（
１
Ｃ
）『
岡
屋
関
白
記
』
第
４
冊
（
前
表
紙
）

「
鳩
尾
板
」「
栴
檀
板
」
と
あ
る
図
（
甲
冑
の

一
部
分
）

（
１
Ｄ
）『
養
和
二
年
記
』（
前
表
紙
）「
右
」「
袖
」

と
あ
る
甲
冑
の
袖
の
図

特
に
、（
１
Ｂ
）「
武
蔵
国
御
嶽
山
蔵
日
本
武

尊
甲
冑
図
」
は
、現
在
、武
蔵
御
嶽
神
社
に
「
日

本
武
尊
御
鎧
」
と
し
て
伝
わ
る
甲
冑
「
紫
裾
濃

甲
冑
」
の
図
と
思
わ
れ
ま
す
が（
９
）、『
集
古
十
種
』

に
は
そ
の
甲
冑
が
「
同
蔵
紫
裾
濃
甲
冑
図
」
と

い
う
異
な
る
見
出
し
・
異
な
る
図
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
（
写
真
9b
）、
二
重
に
掲
載
さ

れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
甲
冑
の
部
品

「
鳩
尾
板
」、「
栴
檀
板
」
は
、『
集
古
十
種
』
で

は
み
な
原
寸
大
に
し
て
あ
る
の
に
、（
１
Ｃ
）

に
描
か
れ
た
図
は
縮
小
図
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
集
古
十
種
』
掲
載
図
と
は
考
え
に
く
い
も
の

で
す
。
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Column 2『集古十種』と『集古十種稿』
両 者を比 べると、『集 古 十 種 稿』の み に寛 政12 年 の 序 文 があるほ か、掲 載

項目、見 出しの 文 言、図 の 内 容 などに 相 違 が みられます。たとえば「大 和 国
法隆寺蔵聖徳太子硯図」は『集古十種』（図右）と『集古十種稿』（図左）とで
全く異 なる図で す。『 集 古 十 種 稿 』は、彦 根 城 博 物 館（53 冊 ）、センチュリー
文化財団（58 冊。ただし『集古十種』を含むとのこと）、当館（52 冊）などが
所蔵しています。現存本は、それぞれ所蔵する部分が異なりますが、「兵器 甲
冑」「古 画 肖 像」「七 祖 賛 弘 法 大 師 真 跡」「牧 渓 玉 澗 八 景」「名 物 古 画」は い ず
れにも含まれていません（川見典久「『集古十種稿』の分析からみる『集古
十 種 』完 成まで の 過 程 」『 黒 川 古 文 化 研 究 所 紀 要 古 文 化 研 究 』17 号, 2018 
<Z71-H14> 参 照 ）。当 館 所 蔵 本 は 平 成28 年 に 購 入したもので、現 在、国 立
国会図書館デジタルコレクションですべて公開しています。 https://dl .ndl .
go. jp/pid/13588060

『集古十種稿』

https://dl.ndl.go.jp/pid/13589544/1/32
『集古十種』

https://dl.ndl.go.jp/pid/2592629/1/34

写真10 　『中内記』第3冊後表紙〈表紙裏反古〉＜わ210.3-48＞
上側の裏打ちである行書（鏡文字）の間に下側の裏打ちの「…面図共四」

（①）「…王古面図」（②）、「…鉦鼓図」（③）の文字と匡郭（枠）が見えます。『集
古十種稿』楽器部の目録とは一致しますが、『集古十種』のものとは異な
ります。
※画像処理をして分かりやすくしました。

つ
ぎ
に
、『
集
古
十
種
』
と
部
分
的
に
異
な
る

も
の
と
し
て
、
左
の
３
種
類
（
６
枚
）
が
あ
り

ま
す
。

（
２
Ａ
）『
玉
海
』
第
８
冊
（
前
表
紙
）
所
蔵
者

と
原
本
の
説
明
を
書
い
た
目
録

（
２
Ｂ
）『
中ち

ゅ
う
な
い
き

内
記
』
第
１
冊
（
後
表
紙
）
／
第

２
冊
（
後
表
紙
）
／
第
３
冊
（
前
表
紙
／
後

表
紙
）
楽
器
部
の
目
録

（
２
Ｃ
）『
中な

か

山や
ま

家か

記き

』（
前
表
紙
）「
摂
津
国
八

部
郡
農
家
鷲
尾
次
郎
兵
衛
家
蔵
源
義
経
朝
臣

鏃
図
」

（
２
Ａ
）
に
は
「
天
照
太
神
臨
勢
地
諸
神
常
道

守
護
砌
」
と
印
刷
さ
れ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

『
集
古
十
種
』
で
は
「
臨
勢
」
と
「
常
」
が
黒
く

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
形
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
Ｂ
）
の
目
録
は
、
４
枚
と
も
、
二
重
に
裏

打
ち
さ
れ
た
〈
表
紙
裏
反
古
〉
の
下
側
の
も
の

で
す
。『
集
古
十
種
』
の
目
録
と
は
内
容
に
異

な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
（
写
真
10
）。

（
２
Ｃ
）「
摂
津
国
八
部
郡
農
家
鷲
尾
次
郎
兵

衛
家
蔵
源
義
経
朝
臣
鏃
図
」
は
、
７
図
の
鏃
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
（
21
頁
写
真

11a
）、『
集

古
十
種
』
で
は
右
下
の
図
が
な
く
、
６
図
し
か

①②

③
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写真11a 　『中山家記』前表紙〈表紙裏反古〉
＜135-47＞　鏃が7図配置されています。

写真11b　『集古十種』兵器類弓矢第１冊掲載図
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592624/1/25
右下の鏃がありません。

写真11c　『集古十種稿』兵器類弓矢第1冊掲載図
https://dl.ndl.go.jp/pid/13588599/1/23
右下の鏃があり写真11aと同じく7図ですが、見
出しの文言が異なります。

写真11d　『中山家記』前表紙〈表
紙裏反古〉見出しの拡大図
綴じ目の関係で拡大しても半分しか
見えませんが、見出しは写真11b『集
古十種』と一致します。

掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
写
真

11b
）。

そ
れ
で
は
、こ
れ
ら
の
素
性
は
い
か
な
る
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。 

実
は
、『
集
古
十
種
』に
は
完
成
に
至
る
前
に
印

刷
さ
れ
た
、先
駆
的
な
段
階
の
版
本
『
集
古
十
種

稿
』（
20
頁
コ
ラ
ム
２
「『
集
古
十
種
』と
『
集
古
十

種
稿
』」参
照
）が
あ
り
ま
す（

（1
（

。『
集
古
十
種
稿
』の
反

古
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
集
古
十
種

稿
』「
兵
器
類
甲
冑
」は
、現
物
が
発
見
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、（
１
Ｂ
）～
（
１
Ｄ
）は
い
っ
た
ん
除
き
、

そ
れ
以
外
の
も
の
を
『
集
古
十
種
稿
』と
突
き
合

せ
て
み
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

四
、『
集
古
十
種
稿
』へ
の
着
目

結
論
か
ら
い
う
と
、（
１
Ａ
）、（
２
Ａ
）、（
２
Ｂ
）の

７
枚
は
、『
集
古
十
種
稿
』の
図
や
目
録
と
一
致
し

ま
し
た（

（1
（

。し
か
し
、そ
れ
以
外
は
『
集
古
十
種
稿
』

の
図
に
一
致
す
る
も
の
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
（
表

１
）。最
後
に
そ
れ
ら
の
素
性
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。（

２
Ｃ
）は
、７
種
の
鏃
が
描
か
れ
て
い
る
点
で

は
『
集
古
十
種
稿
』と
一
致
し
ま
す
（
写
真

11c
）。

と
こ
ろ
が
見
出
し
部
分
は
、『
集
古
十
種
稿
』の
「
同
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表１　『集古十種』以外の〈表紙裏反古〉

〈表紙裏反古〉 掲載内容（『集古十種稿』<W991-N56> の場合は同書中の掲載箇所）
本文

番号

岡屋関白記

< わ 210.4-21>
4 冊前

鳩尾板、栴檀板の図。「鳩尾板長八寸三分幅二寸三分」「栴檀板 長六寸七分幅四寸一分」

と説明
1C

玉海

<W996-N472>

8 冊前 目録　（『集古十種稿』扁額別録 9 冊 4 丁表） 2A

44 冊前 京師東寺蔵硯図　（『集古十種稿』文房類 1 冊 26 丁表）

1A

47 冊前 大和国法隆寺蔵聖徳太子硯図　（『集古十種稿』文房類 1 冊 30 丁裏）

親綱卿記

< わ 210.4-24>
1 冊前 *

冑図。「武蔵国御嶽山蔵日本武尊甲冑図 損失不全」「鉢錆色筋三十間」などの説明。『集

古十種』には当該甲冑の異なる図が掲載。
1B

中内記

< わ 210.3-48>

1 冊後 目録（『集古十種稿』楽器部 1 冊 2 丁裏）　（二重の〈表紙裏反古〉の下側）

2B

2 冊後 目録（『集古十種稿』楽器部 1 冊 5 丁裏）　（二重の〈表紙裏反古〉の下側）

3 冊前 目録（『集古十種稿』楽器部 1 冊 2 丁裏）　（二重の〈表紙裏反古〉の下側）

3 冊後 * 目録（『集古十種稿』楽器部 1 冊 3 丁裏）　（二重の〈表紙裏反古〉の下側）

中山家記

<135-47>
前 *

鏃図。「摂津国八部郡農家鷲尾次郎兵衛家蔵源義経朝臣鏃図」（『集古十種』兵器類弓矢

1 冊 22 丁裏）及び「同鏃図」（『集古十種稿』兵器類弓矢 1 冊 21 丁）と相違点あり
2C

養和二年記

< わ 210.3-64>
前 鎧の袖の図。「右」「袖」とあり 1D

・＜表紙裏反古＞欄の「前」は前表紙、「後」は後表紙を示す。『集古十種稿』丁数は、凡例・目録等も含めたものである。
　「*」は表紙と見返し部分の糊がはがれているもの。

鏃
図
」と
は
異
な
り
『
集
古
十
種
』の
「
摂
津
国
八

部
郡
農
家
鷲
尾
次
郎
兵
衛
家
蔵
源
義
経
朝
臣
鏃

図
」と
同
じ
で
す
（
21
頁
写
真

11d
）。つ
ま
り
、23
頁

表
２
に
示
す
と
お
り
、（
２
Ｃ
）は
、『
集
古
十
種
稿
』

と
『
集
古
十
種
』の
中
間
に
位
置
す
る
別
バ
ー
ジ
ョ

ン
と
い
え
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、『
集
古
十
種
稿
』か

ら
『
集
古
十
種
』に
整
え
る
際
の
版
木
の
修
正
が
、

一
度
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。完
成
ま

で
に
校
正
・
印
刷
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
の
証

拠
と
し
て
大
変
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

突
き
合
せ
作
業
か
ら
除
外
し
た
（
１
Ｂ
）も
、こ

れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
『
集
古
十
種
稿
』「
兵
器

類
甲
冑
」の
一
部
（
あ
る
い
は
校
正
過
程
で
生
ま

れ
た
も
の
）で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。と
い
う

の
も
、同
時
代
の
国
学
者
尾
崎
雅
嘉
（
１
７
５
５

～
１
８
２
７
）
が
著
わ
し
た
書
籍
解
題
『
群
書

一
覧
』に
掲
載
さ
れ
た「
集
古
十
種
」の
細
目
に
、

現
存
す
る
『
集
古
十
種
』
の
見
出
し
「
同
蔵
紫

裾
濃
甲
冑
図
」
で
は
な
く
、（
１
Ｂ
）
の
見
出

し
と
同
じ
「
武
蔵
国
御
嶽
山
蔵
日
本
武
尊
甲
冑

図
」
と
あ
る
か
ら
で
す（

（1
（

（
23
頁
写
真
12
）。
川
見

典
久
氏
は
『
群
書
一
覧
』
に
記
載
さ
れ
た
「
集

古
十
種
」
の
内
容
は
、実
際
に
は
「
集
古
十
種
稿
」

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
り（

（1
（

、
そ

の
指
摘
に
し
た
が
え
ば
、『
集
古
十
種
稿
』
の
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表２　鏃図部分の修正過程

鏃の図数 見出し

『集古十種稿』

7 図

「同鏃図」

『中山家記』

〈表紙裏反古〉（２C） 「摂津国八部郡農家鷲尾次郎

兵衛家蔵源義経朝臣鏃図」
『集古十種』 6 図

一
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
や
や
大

胆
に
想
像
す
る
な
ら
ば
、（
１
Ｃ
）、（
１
Ｄ
）
も
、

同
様
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
『
集
古
十
種
稿
』「
兵

器
類
甲
冑
」
の
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
読
者

の
な
か
に
同
書
を
発
見
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
た

ら
、
是
非
ご
教
示
い
た
だ
け
な
い
も
の
か
と
思

い
ま
す
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
白
河
（
桑
名
）
藩
旧
蔵
本
の
古

記
録
類
な
ど
に
み
ら
れ
る〈
表
紙
裏
反
古
〉が『
集

古
十
種
』・『
集
古
十
種
稿
』
や
、
校
正
時
の
資

料
の
反
古
で
あ
る
と
い
う
素
性
を
明
ら
か
に
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
資
料
が
作
ら
れ
た

の
は
松
平
定
信
の
存
在
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
定
信
は
自
ら「
予
は
古
き
文
書
又
は
画
図
・

古
画
・
古
額
な
ど
う
つ
し
を
く
を
た
の
し
む（

（1
（

」

と
記
す
人
物
で
し
た
。
生
涯
に
７
回
書
写
し
た

『
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
、
の
べ
２
０
０
部
を
越

え
る
古
典
を
自
ら
書
写
し（

（1
（

、
家
臣
に
も
絵
巻
物

や
多
く
の
古
文
書
を
写
さ
せ
て
い
ま
す（

（1
（

。
古
記

録
の
収
集
も
こ
の
よ
う
な
活
動
の
一
環
と
い
え

ま
す
し
、『
集
古
十
種
』
編
纂
は
模
写
資
料
収
集

の
集
大
成
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
定
信
の
側

近
田
内
親
輔
に
よ
れ
ば
、
定
信
は
「
年
ふ
り
し

も
の
湮
没
せ
ん
事
」
を
愁
い
、
若
年
時
か
ら
「
諸

侯
の
珍
蔵
、
寺
社
の
什
物
の
た
く
ひ
乞
求
て
写

し
置
」
い
て
い
ま
し
た（

（1
（

。
年
月
の
経
過
と
と
も

に
文
化
財
、
資
料
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
強
く
自

覚
し
、
保
存
の
た
め
に
自
家
に
残
そ
う
と
す
る

人
物
だ
っ
た
の
で
す（

（1
（

。

近
年
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

定
信
の
文
化
活
動
に
関
す
る
資
料
が
、
展
示
会

な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
が（

（1
（

、
今
回
ご
紹
介
し
た
白
河
（
桑
名
）
藩

旧
蔵
の
古
記
録
類
な
ど
と
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た

〈
表
紙
裏
反
古
〉
も
、
定
信
の
文
化
活
動
を
示
す

証
拠
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
て
お
い
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
、
と
思
い
ま
す
。

写真12　尾崎雅嘉『群書一覧』 六, 海部屋勘兵衛, 1802, 65丁表
https://dl.ndl.go.jp/pid/11446075/1/66
赤い傍線を付した箇所に「武蔵国御嶽山蔵日本武尊甲冑図」と
あります。
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〈表紙裏反古〉 『集古十種』＜ 234-3 ＞

座摩宮古記 <128-175>
前 観音院 ( 扁額 2 冊 17 丁表 )
後 大和国吉野山吉水院蔵古旗図 ( 兵器旌旗 2 冊 2 丁表 )

猪隈関白記 < わ 210.4-30>

1 冊前 * 正一位道祖神 ( 扁額 8 冊 3 丁裏 )
1 冊後 * 目録 ( 兵器刀剣 1 冊 1 丁表 )
2 冊前 大和国東大寺八幡宮蔵胡徳楽瓶子図 ( 楽器 4 冊 33 丁表 )
2 冊後 * 厳島神社蔵大内義隆卿甲冑図　袖全図 ( 兵器甲冑 12 冊 19 丁裏 )
3 冊前 * 河内国誉田八幡宮蔵頼朝卿鞍図 ( 兵器馬具 3 冊 10 丁裏 )
3 冊後 * 目録 ( 兵器刀剣 1 冊 5 丁裏 )
4 冊前 * 播磨国刀田山鶴林寺蔵太鼓火炎図 ( 楽器 4 冊 33 丁裏 )
4 冊後 相摸国鎌倉荏柄天満宮蔵刀図 ( 兵器刀剣 1 冊 14 丁表 )

岡屋関白記 < わ 210.4-21＞

1 冊前 越後国一宮弥彦神社蔵鎮西八郎為朝鏃図 ( 兵器弓矢 1 冊 25 丁裏 )
1 冊後 天照大神陰勢地諸社益道守護砌 ( 扁額 9 冊 39 丁裏 )
2 冊後 伊勢国太神宮蔵太刀図 ( 兵器刀剣 1 冊 9 丁表 )
3 冊後 千葉介常胤下鞘図 ( 兵器刀剣 1 冊 19 丁表 )
4 冊後 相模国鎌倉極楽寺蔵大舘次郎鞍図 ( 兵器馬具 1 冊 26 丁表 )

鯨史稿 6 巻 < 寄別 11-21>

1 冊前 * 大和国法隆寺蔵味摩之将来伎楽面図 ( 楽器 3 冊 5 丁裏 )
1 冊後 * 大和国東大寺蔵伎楽面図 ( 楽器 3 冊 27 丁表 )
2 冊前 * 山城国妙覚寺蔵二絃図 ( 楽器 3 冊 1 丁裏 )
2 冊後 尾張国大舘某家蔵大化中瓦硯図 ( 文房 1 冊 35 丁表 )
3 冊前 * 山城国妙覚寺蔵二絃図 ( 楽器 3 冊 2 丁表 )
3 冊後 * 目録 ( 文房 1 冊 1 丁裏 )

外記政 <853-144>
前 相模国鎌倉鶴岡八幡宮蔵平胡籙図 ( 兵器弓矢 1 冊 25 丁表 )
後 武蔵国府中堀地所獲鐙図 ( 兵器馬具 1 冊 31 丁裏 )

玉海 <W996-N472>

1冊前 千龍山 ( 扁額 3 冊 24 丁裏 )
1 冊後 天神八王子 ( 扁額 3 冊 3 丁裏 )
2 冊前 長福寺 ( 扁額 3 冊 21 丁裏 )
2 冊後 南無山王廿一社 ( 扁額 3 冊 34 丁表 )
3 冊前 観世音寺 ( 扁額 3 冊 5 丁裏 )
3 冊後 石山寺 ( 扁額 3 冊 14 丁裏 )
4 冊前 * 岩上大明神 ( 扁額 9 冊 28 丁表 )
4 冊後 流芳楼 ( 扁額 3 冊 10 丁表 )
5 冊前 正一位高野大明神 ( 扁額 3 冊 12 丁裏 )
5 冊後 正一位高野大明神 ( 扁額 3 冊 12 丁表 )
6 冊前 稚宮八幡 ( 扁額 3 冊 14 丁表 )
6 冊後 正一位高野大明神 ( 扁額 3 冊 11 丁裏 )
7 冊前 頓証寺 ( 扁額 3 冊 10 丁裏 )
7 冊後 正一位稲生大明神 ( 扁額 3 冊 18 丁表 )
8 冊後 大雲院 ( 扁額 9 冊 19 丁表 ) ／婆珈婆演底神最初示現之処 ( 扁額 9 冊 14 丁表 )
9 冊前 石山寺 ( 扁額 3 冊 15 丁表 )
9 冊後 大雲院 ( 扁額 9 冊 19 丁表 )
10 冊前 南無山王廿一社 ( 扁額 3 冊 33 丁裏 )
10 冊後 引接寺 ( 扁額 3 冊 20 丁裏 )
11 冊前 黄乗院 ( 扁額 3 冊 36 丁裏 )
11 冊後 法性寺 ( 扁額 3 冊 22 丁裏 )
12冊前* 瀧山寺 ( 扁額 3 冊 1 丁表 ) ／永徳寺（扁額 3 冊 9 丁表）
12冊後* 朝霧嶋 ( 扁額 3 冊 25 丁裏 )
13冊前* 興聖宝林禅寺 ( 扁額 9 冊 12 丁表 )
13冊後* 光照山 ( 扁額 3 冊 24 丁表 )
14冊前* 正一位向日大明神 ( 扁額 3 冊 3 丁表 ) ／瀧山寺 ( 扁額 3 冊 1 丁表 )
14冊後* 無量寿仏尊 ( 扁額 3 冊 35 丁表 )
15冊前 龍象資聖禅寺 ( 扁額 9 冊 30 丁表 )
15冊後 扁額別録目録(扁額9冊4丁表)

付表　『集古十種』との突合せ結果
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16 冊前 * 治国亭(扁額9冊26丁裏)
16 冊後 日本第一大霊験所熊野権現(扁額3冊36丁表)／無量寿仏尊（扁額3冊35丁表）
17 冊前 * 婆珈婆演底神最初示現之処(扁額9冊14丁裏)
17 冊後 扶桑最初禅窟(扁額3冊33丁表)
18 冊前 婆珈婆演底神最初示現之処(扁額9冊14丁裏)
18 冊後 * 婆珈婆演底神最初示現之処(扁額9冊14丁表)
19 冊前 正一位稲生大明神(扁額3冊19丁表)
19 冊後 天満宮(扁額3冊17丁表)
20 冊前 引接寺(扁額3冊20丁裏)
20 冊後 岩上大明神(扁額9冊28丁裏)
21 冊前 * 曇華堂(扁額9冊20丁裏)
21 冊後 * 正一位高野大明神(扁額3冊13丁表)
22 冊前 * 無量寿仏尊(扁額3冊34丁裏)
22 冊後 * 観松(扁額9冊30丁裏)
23 冊前 東求堂(扁額9冊13丁表)
23 冊後 * 猪上大明神(扁額9冊25丁表)
24 冊前 千龍山(扁額3冊25丁表)
24 冊後 * 治国亭(扁額9冊27丁表)
25 冊前 正一位稲生大明神(扁額3冊17丁裏)
25 冊後 松門寺(扁額3冊22丁表)
26 冊前 興聖宝林禅寺(扁額9冊11丁裏)
26 冊後 * 扁額別録目録(扁額9冊3丁裏)
27 冊前 岩上大明神(扁額9冊27丁裏)

27 冊後 婆珈婆演底神最初示現之処(扁額9冊13丁裏)

28 冊前 朝護孫子寺(扁額9冊31丁裏)
28 冊後 同仁斎(扁額9冊20丁表)
29冊前 長福寺(扁額3冊21丁表)
29 冊後 猪上大明神(扁額9冊26丁表)
30 冊前 扁額別録目録(扁額9冊3丁表)
30 冊後 天龍護国寺(扁額3冊5丁表)
31 冊前 玉井宮(扁額3冊26丁裏)
31 冊後 頓証寺(扁額3冊10丁裏)
32 冊前 引接寺(扁額3冊20丁表)
32 冊後 * 東求堂(扁額9冊12丁裏)
33 冊前 稚宮八幡(扁額3冊13丁裏)
33 冊後 真言院(扁額9冊32丁裏)
34 冊前 等覚門(扁額3冊11丁表)
34 冊後 観松(扁額9冊31丁表)
35 冊前 曇華堂(扁額9冊20丁裏)
35 冊後 * 浄土堂(扁額3冊1丁裏)
36 冊前 * 日本第一大霊験所熊野権現(扁額3冊35丁裏)
36 冊後 * 浄土堂(扁額3冊1丁裏)／流芳楼（扁額3冊9丁裏）
37 冊前 正一位稲生大明神(扁額3冊18丁裏)
37 冊後 * 宝幢三昧寺(扁額9冊11丁表)
38 冊前 猪上大明神(扁額9冊25丁裏)
38 冊後 朝霧嶋(扁額3冊26丁表)
39冊前 石田大明神(扁額3冊28丁裏)
39冊後 天龍護国寺(扁額3冊4丁裏)
40冊前 天神八王子(扁額3冊4丁表)
40冊後 弌切経蔵(扁額9冊24丁表)
41冊前 永徳寺(扁額3冊9丁表)
41冊後 従正一位上石屋大明神(扁額9冊8丁表)
42冊前 三国第一山(扁額2冊34丁表)
42冊後 龍象資聖禅寺（扁額9冊29丁表)／瓦硯図(文房1冊5丁表)
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43冊前 正一位稲荷大明神(扁額4冊21丁裏)／神護国祚真言寺(扁額4冊19丁裏)
43冊後 正一位稲荷大明神(扁額4冊21丁表)／新熊野大権現(扁額4冊19丁表)
44冊前 参河国渥美郡田原荘河合某家蔵硯図(文房1冊26丁表)
44冊後 稲荷大明神(扁額4冊22丁裏)／同蔵佐々木四郎高綱旗図(旌旗2冊15丁表)
45冊前 正一位稲荷大明神(扁額4冊22丁表)／同蔵佐々木四郎高綱旗図(兵器旌旗2冊15丁裏)

45 冊後
相模国鎌倉粟船山常楽寺蔵祖元和尚硯図(文房1冊27丁裏)／参河国渥美郡田原荘河
合某家蔵硯図(文房1冊26丁裏)

46 冊前 同蔵備後三郎高徳旗図(兵器旌旗2冊24丁裏)／同左(兵器旌旗2冊22丁裏)
46 冊後 同蔵備後三郎高徳旗図(兵器旌旗2冊24丁表)／同左(兵器旌旗2冊22丁表)
47 冊前 大和国吉野山吉水院蔵古旗図(兵器旌旗2冊1丁表)
47 冊後 同蔵唐李家製墨図(文房1冊31丁表)／大和吉野山吉水院蔵古旗図(兵器旌旗2冊1丁裏)
48 冊前 同蔵佐々木四郎高綱旗図(兵器旌旗2冊14丁表)／同左(兵器旌旗2冊16丁表)
48 冊後 弌切経蔵(扁額9冊23丁裏)／同蔵備後三郎高徳旗図(兵器旌旗2冊19丁裏)
49 冊前 当麻寺(扁額9冊23丁表)／同蔵佐々木四郎高綱旗図(兵器旌旗2冊19丁表カ)
49 冊後 同蔵佐々木四郎高綱旗図(兵器旌旗2冊14丁裏)／同左(兵器旌旗2冊16丁裏)
50 冊前 正一位稲荷大明神(扁額4冊20丁裏)／同蔵佐々木四郎高綱旗図(兵器旌旗2冊13丁表)
50 冊後 神護国祚真言寺(扁額4冊20丁表)／同蔵佐々木四郎高綱旗図(兵器旌旗2冊13丁裏)
51 冊前 大和国吉野山吉水院蔵竹文台図(文房1冊5丁裏)／同定不能（匡郭のみ）
51 冊後 若宮大権現(扁額2冊34丁裏)／大和国吉野山吉水院蔵竹文台図(文房1冊5丁裏)

興福寺寺務次第<139-48> 後 会津家臣坂本覚兵衛蔵義政公鞍鐙図(兵器馬具1冊21丁裏)

人車記<わ210.3-50>

1冊前 大和国興福寺蔵面図(楽器6冊6丁表)
1 冊後 伊勢太神宮蔵箏柱畳紙図(楽器6冊2丁裏)
2 冊前 同蔵面図(楽器1冊11丁裏)
2 冊後 尾張国熱田社飾馬皆具図 下鞍(兵器馬具2冊25丁表)
3 冊前 * 同蔵面図(楽器1冊11丁裏)
3 冊後 * 目録(兵器刀剣1冊5丁表)
4 冊前 大和国氷室社蔵蘭陵王面図(楽器6冊11丁裏)
4 冊後 長門国赤間関阿弥陀寺蔵安徳帝御釼図・同蔵能登守教経刀図(兵器刀剣2冊8丁裏)
5 冊前 尾張国熱田社飾馬皆具図 尻掛(兵器馬具2冊22丁裏)
5 冊後 肥前国七郎宮蔵刀剣図(兵器刀剣1冊14丁裏)
6 冊前 慈徳寺(扁額6冊29丁裏)
6 冊後 参河国渥美郡田原荘河合某家蔵硯図(文房1冊26丁表)
7 冊前 武蔵国多摩郡御嶽権現社蔵赤威甲冑図 蝙蝠付之図(兵器甲冑2冊14丁表)
7 冊後 目録(兵器刀剣1冊3丁裏)
8 冊前 紀伊国高野山蔵悪七兵衛景清旗(兵器旌旗5冊13丁裏)
8 冊後 祈祷(扁額6冊5丁表)
9 冊前 凡例(兵器甲冑1冊2丁表)
9 冊後 凡例(兵器甲冑1冊2丁裏)
10 冊前 引接寺(扁額3冊19丁裏)
10 冊後 尾張国熱田社飾馬皆具図 鞍(兵器馬具2冊26丁裏)
11 冊前 大和国東大寺若宮八幡宮蔵鞍并皆具図(兵器馬具2冊2丁裏)
11 冊後 敬簡堂(扁額8冊44丁裏)
12冊前 家蔵笛図(楽器6冊1丁裏)
12冊後 相模国鎌倉八幡宮蔵面図 二舞女面(楽器5冊28丁表)
14冊前 河内国誉田八幡宮蔵頼朝卿鞍図(兵器馬具3冊10丁裏)
14冊後 姫路家蔵箏図(楽器4冊24丁裏)
15冊前 僧空海益田池碑草本真蹟(碑銘7冊30丁表)
15 冊後 安芸国厳島明神蔵箏図　同裏図(楽器2冊12丁裏)

西洋鯨品訳説 < 特 7-114> 1冊後 薬師堂(扁額1冊5丁裏)

大府記 < わ 210.3-38>

1冊前* 大和国東大寺蔵伎楽面図(楽器3冊27丁表)／同左(楽器3冊26丁表)
1冊後 大和国東大寺蔵伎楽面図(楽器3冊27丁裏)／同左(楽器3冊26丁裏)
2 冊前 * 大和国法隆寺蔵味摩之将来伎楽面図(楽器3冊15丁裏)／同左(楽器3冊14丁表)
2 冊後 大和国法隆寺蔵味摩之将来伎楽面図(楽器3冊15丁表)／同左(楽器3冊14丁裏)
3 冊前 大和国東大寺蔵伎楽面図(楽器3冊25丁裏)／同左(楽器3冊24丁表)
3 冊後 大和国東大寺蔵伎楽面図(楽器3冊25丁表)／同左(楽器3冊24丁裏)

親綱卿記 < わ 210.4-24> 1 冊後 同定不能
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中内記 < わ 210.3-48>

1冊前 僧空海益田池碑草本真蹟(碑銘7冊30丁表)
1冊後 僧空海益田池碑草本真蹟(碑銘7冊30丁表)
2 冊前 筑前国阿弥陀寺弥陀経碑(碑銘11冊1丁裏)
2 冊後 僧空海益田池碑草本真蹟(碑銘7冊31丁表)
3 冊前 僧空海益田池碑草本真蹟(碑銘7冊30丁表)
3 冊後 * 僧空海益田池碑草本真蹟(碑銘7冊32丁表)

儲君親王宣下部類記<133-46>
前 豊後国直入郡神原村姥嶽社蔵緒方三郎旗図(兵器旌旗4冊12丁表)
後 山城国本能寺蔵大太刀図(兵器刀剣2冊30丁表)　（注）二重に刷られたもの

中山家記<135-47> 後 佐竹家蔵古製筑紫箙図(兵器弓矢2冊9丁裏)

天延二年記<わ210.3-58>
前 紀伊国高野山慈尊院村断碑(碑銘12冊22丁表)
後 紀伊国高野山慈尊院村断碑(碑銘12冊22丁表)

元長卿記<わ210.4-27>

1冊前 僧空海益田池碑草本真蹟(碑銘7冊23丁裏)
2冊前 大和国法隆寺蔵味摩之将来伎楽面図(楽器3冊8丁裏)
3冊前 僧空海益田池碑草本真蹟(碑銘7冊22丁表)
4冊前 大和国法隆寺蔵味摩之将来伎楽面図(楽器3冊14丁裏)
5冊前 僧空海益田池碑草本真蹟(碑銘7冊20丁表)
6 冊前 同国釜口普賢院蔵銅雀台瓦硯図(文房1冊10丁表)
7冊前 大和国東大寺蔵伎楽面図(楽器3冊23丁裏)

養和二年記<わ210.3-64> 後 厳島神社蔵大内義隆卿甲冑図 障子板(兵器甲冑13冊表)
・扁額は記載項目の文字、それ以外は見出しで示した。
・〈表紙裏反古〉欄の「前」は前表紙、「後」は後表紙を示す。「*」は表紙と見返し部分の糊がはがれているもの。
・丁数は凡例・目録等を含めたものである。
・一見白紙を用いているようであるが、表紙の四辺を折り込んだ下に根拠となる図版がある場合などもあった。破損していない場合、資料保存上確認できないも

のもある。出来るだけ丁寧に確認したつもりであるが、本表以外にも使用されているものがある可能性がある。

［注］
1　�渡辺守邦『表紙裏の書誌学』笠間書院, 2012, p.1 <UM24-L1> ただし、同書は近世初期の版本を対象としています。
2　�合冊前の冊で示します。表紙は元表紙のこと。以下同。
3　�「楽亭文庫」「白河文庫」「立教館図書印」「桑名文庫」。これらの印を個人印、家の印、藩の印、藩校の印のいずれと見るかは諸説あるようです（朝

倉治彦「楽亭文庫」『人と蔵書と蔵書印　国立国会図書館所蔵本から』雄松堂出版, 2022, p.197 <UM57-H2>）。近藤杢・平岡潤校補『桑名市史』本篇, 
桑名市教育委員会, 1959, p.513 (https://dl.ndl.go.jp/pid/3015315/1/275）には「楽翁公の蒐書は始め楽亭文庫と称し、又の名を白河文庫と云い、（略）
嫡子定永が桑名に転封となると、これを桑名文庫と称し、藩校立教館の利用に資した」とあります。

4　�〈表紙裏反古〉に含まれていた部類のうち、「兵器」「文房」「碑銘」は凡例に「兵器類」「文房類」「碑銘類」とありますが、「楽器」は「楽器部」とあり、
「扁額」は「部」「類」とも付されていません。

5　�朝倉治彦, 前掲注3
6　�国立国会図書館サーチ（https://ndlsearch.ndl.go.jp/）で蔵書印により検索したほか、佐野力・西村正守「東京書籍館における旧藩蔵書の収集」『図

書館研究シリーズ』第15号, 1973 の「三重県」の項（pp.48-51）も参照しました。https://dl.ndl.go.jp/pid/1011034/1/1
7　�近藤杢・平岡潤校補, 前掲注3, p.522 には、「小栗東溟は本名久道、一名貞幹、通称は因、東溟・又歩月園と号し、月園雑話を著わす」とあります。

https://dl.ndl.go.jp/pid/3015315/1/280
8　�「守国神公御遺事」桑名義塾編『鎮国・守国両神公御遺事』岩尾惇忠, 1894, 36丁裏　https://dl.ndl.go.jp/pid/782018/1/61
9　�武蔵御嶽神社ホームページ「紫裾濃甲冑」　http://musashimitakejinja.jp/homotsu_multilingual/ja/murasaki-suso_ja.html（最終アクセス日：2025年

2月26日）。「日本武尊御鎧と呼ばれていた崇高な鎧」とあります。
10　�佐藤洋一「『集古十種稿』及び『集古十種』の刊行過程について」『神道古典研究所紀要』8, 2002 <Z9-B103>、川見典久「『集古十種稿』の分析からみる『集

古十種』完成までの過程」『黒川古文化研究所紀要 古文化研究』17号, 2018 <Z71-H14>、一戸渉「集古十種稿」慶應義塾図書館編・刊『蒐められ
た古―江戸の日本学―』2021 <UM16-M2>参照。

11　�『集古十種稿』と『集古十種』とは、同一の内容であるものも多く、また、〈表紙裏反古〉に相違部分が使われていないこともあります。このよう
に判別できない〈表紙裏反古〉は、本稿では、仮に『集古十種』として紹介しました。

12　�尾崎雅嘉『群書一覧』海部屋勘兵衛ほか, 1802, 巻六 65丁表　https://dl.ndl.go.jp/pid/11446075/1/66
13　�川見典久, 前掲注10, p.2
14　�松平定信『宇下人言』岩波書店, 1942, p.80　https://dl.ndl.go.jp/pid/1057822/1/42
15　�渋沢栄一『楽翁公伝』岩波書店, 1937, p.380　https://dl.ndl.go.jp/pid/1258334/1/285
16　�絵巻物については同上 p.394 参照。https://dl.ndl.go.jp/pid/1258334/1/292

古文書についてはたとえば当館が所蔵する『東寺百合文書』（白河本）は代表的なものです。https://dl.ndl.go.jp/pid/2605582
17　�田内親輔「御著述目録」高松徳重等『守国公御伝記』附録（第三冊）, 1873 の「集古十種」の項目。https://dl.ndl.go.jp/pid/1088752/1/133
18　�高松徳重,　同上, 巻十（第三冊）。「当家ニ集置レナハ永ク世ニ全カルヘシトノ厚意」とあります。https://dl.ndl.go.jp/pid/1088752/1/102
19　�たとえば、「古裂賞玩―舶来染織がつむぐ物語」（五島美術館。2024年10月22日～12月1日）では定信が収集した古裂の手鑑『足徴竒觀』が、「書

物ハンターの冒険　小松茂美旧蔵資料探査録Ⅰ」（慶應義塾大学ミュージアム・コモンズ。2025年3月17日～5月16日）では「松平定信旧蔵入木
道書一式」や定信筆の豆本『三十六歌仙』などが展示されました。

※＜＞は当館請求記号です。
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◆
「
安
産
」
の
実
感
　
平
山
蘆
江

平
山
蘆ろ

江こ
う

は
長
崎
情
緒
を
取
り
上
げ
た
自
伝

的
な
長
編
小
説
『
唐
人
船
』
で
知
ら
れ
る
、
花

柳
界
や
芸
能
界
に
通
暁
し
た
作
家
で
す
。
彼
は

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
、
満
洲
に
渡
っ
て
新

聞
記
者
と
な
り
、帰
国
後
は
『
都
新
聞
』
や
『
読

売
新
聞
』
の
花
柳
演
芸
記
事
を
担
当
し
ま
す
。

作
家
と
し
て
は
、
長
谷
川
伸
ら
と
雑
誌
『
大

衆
文
芸
』
を
発
刊
し
た
ほ
か
、随
筆
や
都
々
逸
、

小
唄
の
作
詞
な
ど
数
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
平
山
は
、
自
著
の
出
版
を
我
が
子

の
出
生
に
喩
え
、
そ
の
時
の
心
情
を
『
東
京
堂

月
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
我
児
の
出
来
栄
え
」

と
い
う
文
章
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。

 　

�

誰
れ
で
も
さ
う
で
あ
ら
う
が
、
私
は
、

自
分
の
著
書
を
出
版
す
る
の
は
、
自
分

の
児
が
産
れ
る
や
う
な
心
持
で
あ
る
。

出
版
書
肆
と
の
約
束
が
き
ま
つ
て
、
原

稿
を
渡
し
た
時
は
、
い
よ
〱
虫
が
か

ぶ
つ
た
や
う
な
も
の
で
、
愈
々
組
上
つ

て
校
正
に
か
か
る
時
分
の
楽
し
さ
、
校

かつて本の奥付でよく見られた「検印」をご存じでしょうか？

一般に「検印」と言えば検査済みの証明として押す印のことを指しますが、出版用語としての「検
印」は、出版者が著作者に支払う印税の計算や偽版防止のために、主に本の奥付部分に押された
著者または出版者の印のことを指します。切手程度の大きさの紙（検印紙）に押印された上で、そ
の紙が奥付に貼られている場合もあります。

検印を押す作業は手間も費用もかかるものであり、また、検印の存在は出版者と著者の信頼関係
が十分に築かれていないことを示すものだと指摘されることもありました。しかし、当時の本の奥付
を眺めると、著者も出版者も検印を心のどこかで楽しんでいたのではないかと思わせるような凝った
デザインの検印・検印紙が多く見つかります。

連載「検印・検印紙セレクション」では、国立国会図書館で所蔵する資料の奥付に見られる検印・
検印紙を紹介するとともに、検印に関するコラムもお届けします。

作家たちの回顧録や文学作品等に登場する検印にまつわる記述からは、検印への特別な思いを
読み取ることができます。

第二回では作家たちの検印についての言葉に注目し、彼らの検印もあわせて紹介します。

連載　検印・検印紙セレクション

第二回　著者自身の言葉にみる検印
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正
が
済
ん
で
検
印
紙
が
届
け
ら
れ
る
と

な
る
と
、
や
れ
〱
安
産
だ
つ
た
と
い

ふ
や
う
な
感
じ
が
す
る（

１
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
山
は
自
著
を
我
が
子
と
と

ら
え
、
原
稿
を
渡
す
時
を
産
気
づ
い
て
陣
痛
が

起
こ
る
様
に
、
校
正
後
に
検
印
紙
が
届
け
ら
れ

る
時
を
、
無
事
出
産
が
終
わ
り
安
産
だ
っ
た
と

安
堵
す
る
様
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
し
て
い
ま

す
。
小
説
『
西
南
戦
争
』
や
随
筆
『
日
本
の
芸

談
』
を
は
じ
め
多
く
の
作
品
を
残
し
た
「
子
沢

山
」
な
彼
に
と
っ
て
、
検
印
紙
は
自
著
の
発
行

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

◆
検
印
を
押
す
喜
び
　
小
島
政
二
郎

小
島
政ま

さ
じ
ろ
う

二
郎
は
、『
緑
の
騎
士
』や『
人
妻
椿
』

な
ど
の
通
俗
小
説
で
人
気
を
博
し
、
随
筆
や
古

典
鑑
賞
等
、多
様
な
著
作
を
残
し
た
作
家
で
す
。

彼
は
慶
應
義
塾
に
入
学
す
る
と
、在
学
中
に『
三

田
文
学
』
へ
作
品
の
発
表
を
始
め
ま
す
。

文
壇
に
取
材
し
た
自
伝
小
説
『
眼
中
の
人
』

（
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
）
に
は
、
卒
業
後
、

同
塾
で
教
師
を
務
め
る
傍
ら
芥
川
龍
之
介
、
菊

池
寛
ら
と
の
交
流
を
通
し
て
文
壇
と
関
わ
り
続

け
な
が
ら
も
、
売
れ
っ
子
の
彼
ら
と
『
三
田
文

学
』
の
仲
間
内
で
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
自
分
自
身
を
比
べ
、
悶
々
と
し
た
感
情

を
抱
き
続
け
て
い
た
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
小
説
は
芸
で
は
な
く
、
作
者

の
全
生
活
の
堆
積
で
あ
る
と
い
う
悟
り（

２
）を

得
て

取
り
組
ん
だ
短
編
小
説
『
一
枚
看
板
』
が
評
判

を
呼
び
、
初
め
て
の
短
編
集
『
含
羞
』
を
出
版

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
眼
中
の
人
』
に
は
、『
含
羞
』
に
検
印
を
押

す
際
の
政
二
郎
と
妻
み
つ
子
と
の
や
り
取
り

が
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
八
月
の
末
に
、

�　

�「
い
よ
〱
九
月
一
日
に
発
売
す
る
こ
と　

に
致
し
ま
し
た
。」

　

�

さ
う
云
つ
て
、
本
屋
か
ら
「
含
羞
」
の
検

印
を
取
り
に
来
た
。

　
「
私
に
押
さ
せ
て
よ
。」

�　
検
印
紙
一
枚
に
判
を
押
す
度
に
、
定
価
の　

　
一
割
が
印
税
と
し
て
這
入
る
の
だ
と
聞
く

　
と
、
み
つ
子
は
私
の
手
か
ら
判
を
奪
つ
て

　
ペ
タ
〱
押
し
て
行
つ
た
。
検
印
紙
は
み　
　

　
ん
な
で
二
千
枚
あ
つ
た
。

　
「
九
月
一
日
に
お
金
く
れ
る
の
か
し
ら
。」

　
「
多
分
さ
う
だ
ら
う
。」

�　
「
さ
う
し
た
ら
、
何
か
一
生
の
紀
念
に
な　

　
る
も
の
を
買
ひ
ま
せ
う
よ
。」

　
品
に
よ
つ
て
は
、
そ
れ
も
よ
か
ら
う
と
私　

　
は
思
つ
た
。

　
（
中
略
）

　

�

と
こ
ろ
が
、
そ
の
楽
し
み
に
し
て
ゐ
た
九

月
一
日
が
、
あ
の
大
地
震
だ
つ
た
の
だ
。

私
の
「
含
羞
」
は
二
千
部
残
ら
ず
灰
燼
に

平山蘆江（1882 ～ 1953）
神戸生まれ。
本名：壮太郎
代表作：『唐人船』、『西南戦争』

（肖像出典）『小酒井不木全集』　
第 4 巻 , 改造社 , 1929
https://dl.ndl.go.jp/pid/1904852/1/4

▲平山蘆江『唐人船』
地の巻 , 平凡社 , 1929
https://dl.ndl.go.jp/
pid/1193862/1/234

▲小島政二郎『含羞』
東光閣書店 , 1924
https://dl.ndl.go.jp/
pid/977047/1/137（モ
ノクロ画像）

小島政二郎（1894 ～ 1994）
東京生まれ。
代表作：『わが古典鑑賞』、『眼中の人』

（肖像出典）『新進傑作小説全集』 第 8
巻 ( 小島政二郎集）,  平凡社 , 1930
https://dl.ndl.go.jp/pid/1189820/1/4
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な
つ
て
し
ま
つ
た
の
だ（

３
）。

芥
川
や
菊
池
等
、
親
交
の
あ
っ
た
同
年
代
の

有
名
作
家
の
活
躍
に
羨
望
を
抱
き
な
が
ら
も
、

長
い
間
日
の
目
を
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
政
二

郎
が
、
短
編
集
出
版
と
い
う
一
つ
の
目
標
の
達

成
を
目
前
に
し
て
、
み
つ
子
と
と
も
に
喜
ぶ
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
作
中
、
み
つ
子
の
つ

わ
り
が
続
く
中
で
、
政
二
郎
の
月
給
が
家
賃
に

消
え
、
借
金
を
し
て
凌
ぐ
ほ
ど
経
済
的
に
困
窮

し
ま
す（

４
）。

そ
の
よ
う
な
中
で
の
検
印
紙
へ
の
判

押
し
は
、
一
枚
一
枚
が
印
税
に
直
結
す
る
こ
と

か
ら
、
楽
し
い
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
な
お
、
引
用
文
に
は
『
含
羞
』
が

関
東
大
震
災
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
記
載

が
あ
り
ま
す
が
、
翌
年
刊
行
に
至
り
ま
す
。
前

頁
の
検
印
が
、
刊
行
さ
れ
た
『
含
羞
』
の
奥
付

に
押
さ
れ
た
検
印
で
す
。

ち
な
み
に
、
政
二
郎
の
検
印
は
、
家
族
な
ど

に
押
し
て
も
ら
う
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
他
の
著
作
に
、
後
年
文
壇
の
大
家
と
な
っ

た
政
二
郎
の
代
わ
り
に
妻
や
娘
が
検
印
押
し
を

し
て
い
た
様
子（

５
）や

、
妻
と
娘
に
先
立
た
れ
検
印

の
押
し
手
が
い
な
い
と
困
っ
て
い
た
ら
、
出
版

社
の
編
集
長
の
娘
さ
ん
が
押
し
て
く
れ
た
様
子（

６
）

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
検
印
に
ま
つ
わ
る
小
説
　
菊
池
寛

か
の
有
名
な
菊
池
寛
は
、
ま
さ
に
検
印
を

テ
ー
マ
に
し
た
小
説
を
著
し
て
い
ま
す
。

創
作
集
『
冷
眼
』
に
収
め
ら
れ
た
短
編
小
説

『
奥
附
の
印
』
に
は
、
検
印
の
判
押
し
を
め
ぐ

る
出
版
屋
の
小
僧
の
辛
苦
が
あ
り
あ
り
と
描
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
出
版
屋
の
小
僧
長
蔵
は
、
作

家
・
杉
山
先
生
の
著
書
の
検
印
を
貰
お
う
と
、

炎
天
下
、
先
生
の
自
宅
を
訪
れ
ま
す
。
病
み
上

が
り
の
長
蔵
は
喉
の
渇
き
を
覚
え
な
が
ら
も
、

杉
山
先
生
の
奥
さ
ん
の
威
圧
的
な
態
度
に
水
が

欲
し
い
と
言
い
出
せ
ず
検
印
を
押
し
始
め
る
こ

と
に
な
り
…
…
。

　

�

長
蔵
は
、
玄
関
に
腰
を
か
け
な
が
ら
、
仕

方
な
し
に
、
判
を
押
し
始
め
た
。
早
く
、

判
を
押
し
て
し
ま
つ
て
、
帰
る
と
き
に
、

水
を
貰
は
う
、
さ
う
思
ひ
な
が
ら
、
彼
は

判
を
押
し
続
け
た
。
百
枚
ば
か
り
押
し
た

頃
に
、
彼
は
も
う
手
の
指
に
、
痛
み
を
感

じ
た
。
判
は
、
持
つ
所
の
短
か
い
、
小
さ

い
判
だ
つ
た
。
指
の
先
丈
で
、
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
故
、
少
し
長
く
押
す
と
、
直

ぐ
指
が
痛
む
判
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
一

体
、
奥
附
の
判
な
ど
は
、
著
者
の
方
で
押

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
、
此
方
で

押
し
て
や
つ
て
居
る
の
に
、
少
し
も
感
謝

の
意
を
示
さ
な
い
、
お
茶
一
杯
も
出
さ
な

い
。
こ
ん
な
に
暑
い
日
に
、
遠
方
を
来
て

居
る
の
に
、
お
茶
一
杯
も
出
さ
な
い
と
思

ふ
と
、
長
蔵
は
涙
が
出
る
ほ
ど
、
口
惜
し

く
思
は
れ
た（

７
）。

喉
の
渇
き
を
感
じ
な
が
ら
も
、
持
ち
手
の
短

さ
・
小
さ
さ
の
た
め
に
押
す
と
指
が
痛
む
判
で

印
押
し
を
続
け
る
長
蔵
の
心
に
は
、
著
者
の
代

わ
り
に
検
印
押
し
の
作
業
を
し
て
い
る
の
に
、

感
謝
も
お
茶
の
一
杯
も
な
い
こ
と
へ
の
非
常
な

悔
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。
小
説
で
は
あ

り
ま
す
が
、
出
版
屋
の
小
僧
が
検
印
を
貰
い
に

行
く
苦
労
が
生
々
し
く
書
き
表
さ
れ
た
一
節
か

ら
、
出
版
社
の
社
員
な
ど
に
よ
っ
て
検
印
押
し

が
代
行
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
や
、
そ
の

労
苦
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（

８
）。

◆
温
か
い
「
旅
仕
度
」　
永
野
為
武

永
野
為た

め
武た

け
（
俳
号
：
永
野
孫そ

ん
り
ゅ
う

柳
）
は
東
北
帝

国
大
学
で
動
物
生
理
学
を
学
び
、
東
北
大
学
で

教
授
を
務
め
た
一
方
、
祖
父
・
野
間
叟そ

う
り
ゅ
う

柳
の
影

響
で
俳
句
を
始
め
、『
俳
句
饗
宴
』
を
主
宰
す

る
な
ど
俳
人
と
し
て
も
活
動
し
た
人
物
で
す
。

学
者
と
俳
人
と
い
う
二
足
の
草
鞋
を
履
い
て

学
術
書
や
句
集
を
著
し
た
彼
は
、
検
印
紙
の
重

▲『菊池寛全集』 第 2 巻 , 
平凡社 , 1929
https://dl.ndl.go.jp/ja/
pid/1227788/1/314

菊池　寛（1888 ～ 1948）
高松生まれ。
本名：寛 ( ひろし)
代表作：『父帰る』、『恩讐の彼方に』

（肖像出典）『菊池寛文学全集』第 10
巻 , 文芸春秋新社 , 1960
https://dl.ndl.go.jp/pid/1664144/1/4
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要
性
や
検
印
の
押
し
方
に
つ
い
て
の
こ
だ
わ
り

を
、『
學
鐙
』
に
掲
載
の
「
本
は
生
物
で
あ
る
」

と
い
う
文
章
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。

�　
　

�

著
者
か
ら
本
を
送
ら
れ
る
と
か
、
店
頭

で
書
物
を
開
く
や
う
な
と
き
に
、
私
が

一
番
は
じ
め
に
、じ
つ
と
に
ら
む
の
は
、

検
印
紙
で
あ
る
。
多
く
の
人
は
序
文
を

ま
づ
読
む
や
う
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
の

私
は
序
文
に
先
だ
つ
て
検
印
紙
を
調
べ

な
い
と
気
が
す
ま
な
く
な
つ
た
。
検
印

紙
そ
の
も
の
は
、
そ
の
出
版
書
肆
の
家

紋
の
や
う
な
も
の
で
も
あ
ら
う
か
。
そ

れ
だ
の
に
、
一
部
の
出
版
屋
は
、
ま
る

で
鼻
紙
の
や
う
な
も
の
、
ま
た
実
に
低

劣
な
模
様
を
敢
て
用
ひ
て
ゐ
る
。（
中

略
）
一
字
一
句
す
べ
て
が
著
者
の
血
流

で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
い
か
な
る
人
の
目

に
ふ
れ
、
い
か
な
る
人
の
心
に
響
く
か

も
し
れ
な
い
著
書
の
最
後
の
仕
上
と
い

ふ
べ
き
検
印
こ
そ
、
出
版
書
肆
の
典
雅

な
検
印
紙
に
心
を
こ
め
て
自
己
の
名
を

印
す
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。
恰
も
初
旅

に
の
ぼ
る
わ
が
子
に
、
前
夜
、
母
親
が

す
る
温
い
旅
仕
度
の
や
う
に
愛
を
こ
め

て
。
な
ぜ
な
ら
ば
本
は
生
物
で
あ
る
か

ら
で
あ
る（

９
）。

　
　永

野
は
、
検
印
紙
を
出
版
社
に
と
っ
て
の
家

紋
の
よ
う
な
も
の
と
評
し
つ
つ
、
一
部
の
出
版

社
が
検
印
紙
を
軽
く
扱
っ
た
り
、
低
劣
な
模
様

を
用
い
た
り
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
本
は
生
き
物
で
あ
る
か
ら
、
我
が

子
の
旅
仕
度
を
す
る
母
の
よ
う
な
心
持
で
丁
寧

に
検
印
を
押
し
た
い
と
表
明
し
て
い
ま
す
。
彼

が
俳
人
に
生
物
学
を
、
ま
た
科
学
を
愛
す
る

人
々
に
俳
句
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
で
編
纂
し
た
と
い
う

（
１
０
）随

筆
集『
科
学
の
衣
裳
』

の
奥
付
に
押
さ
れ
た
検
印
は
確
か
に
真
っ
直
ぐ

は
っ
き
り
と
押
さ
れ
て
い
て
、
心
の
こ
も
っ
た

印
象
を
受
け
ま
す
。

◆�

検
印
に
刻
ま
れ
た
文
字
　
ブ
ル
ー

ノ
・
タ
ウ
ト

ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
（Bruno Taut

）
は
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
『
ベ
ル

リ
ン
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
集
合
住
宅
群
』
の
設
計
に

携
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
ド
イ
ツ
の
建
築

家
で
す
。
１
９
３
３
（
昭
和
8
）
年
、
ナ
チ
ス

政
権
か
ら
逃
れ
て
来
日
す
る
と
、
工
芸
の
指
導

を
す
る
傍
ら
、『
ニ
ッ
ポ
ン
』
や
『
日
本
美
の

再
発
見
』
等
の
日
本
の
伝
統
建
築
を
高
く
評
価

し
た
著
作
を
残
す
な
ど
、
著
述
活
動
に
励
み
ま

し
た
。

１
９
３
４
（
昭
和
9
）
年
8
月
、
エ
リ
カ

夫
人
と
と
も
に
高
崎
市
郊
外
の
少
林
山
達
磨

寺
の
洗
心
亭
に
暮
ら
し
始
め
た
タ
ウ
ト
は
、

１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
10
月
に
日
本
を
去
る

ま
で
こ
の
地
を
生
活
の
拠
点
と
し
ま
し
た
。

『
日
本　
タ
ウ
ト
の
日
記
』（
第
５
）
の
中
の

洗
心
亭
で
の
日
々
を
綴
っ
た
部
分
に
、
タ
ウ
ト

が
検
印
と
し
て
も
用
い
た
自
身
の
印
に
彫
刻
さ

れ
た
文
字
の
意
味
を
説
明
す
る
一
節
が
あ
り
ま

す（
１
１
）。

　

�

楠
瀬
（
日
年
）
氏
か
ら
、
立
派
な
筆
蹟
の

手
紙
に
添
え
て
石
印
三
顆
を
頂
戴
し
た
。

第
一
は
変
体
ガ
ナ
で
『
た
う
と
』、
第
二

は
漢
時
代
の
、
ま
た
第
三
は
清
朝
風
の
字

体
で
『
太
于
徒
』
と
刻
し
た
も
の
で
、
い

ず
れ
も
つ
ま
み

0

0

0

に
は
小
獅
子
が
彫
っ
て
あ

る
。『
太
』
は
『
甚
だ
し
い
』、『
于
』
は

▲永野為武『科学の衣裳』
冨山房 , 1947
https://dl.ndl.go.jp/
pid/2421306/1/117

永野為武（1910 ～ 1994）
松山生まれ。
代表作：『科学の衣裳』、『樹齢』

（肖像出典）『自警』 49(1), 
1967.1　https://dl.ndl.go.jp/ja/
pid/2706746/1/31

ブルーノ・タウト（1880 ～ 1938）
Bruno Julius Florian Taut
東プロイセンケーニヒスベルク生ま
れ。
代表作（訳書）：『日本美の再発見』、

『日本文化私観』
（肖像出典）ブルーノ・タウト 著 , 森
儁郎 訳『ニッポン 　ヨーロッパ人の
眼で見た』明治書房 , 1941
https://dl.ndl.go.jp/
pid/1265137/1/5
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1　平山蘆江「我児の出来栄え」『東京堂月報』18(3), 1931.2, p.1　＜雑 14-37＞
2　小島政二郎『眼中の人』三田文学出版部 , 1942, pp.308-309　https://dl.ndl.go.jp/pid/1134130/1/159
3　同上 , pp.337-339　https://dl.ndl.go.jp/pid/1134130/1/173
4　同上 , pp.331-335　https://dl.ndl.go.jp/pid/1134130/1/170
5　小島政二郎『明治の人間』鶴書房 , 1966, pp.258-259　https://dl.ndl.go.jp/pid/1672879/1/132
6　『小島政二郎全集』第５巻 , 鶴書房 , 1967, p.395　＜918.6-Ko715k＞
7　菊池寛『冷眼』春陽堂 , 1920, pp.310-312　https://dl.ndl.go.jp/pid/962904/1/161
8　�なお、既に検印が押された検印紙を奥付に貼る場合には、製本会社がしばしば検印貼りの作業を行っていたようです。（林繁 『製本工作法　

技能訓練製本科用』国宝社 , 1964, pp.135-136　https://dl.ndl.go.jp/pid/3019109/1/75）
9　永野為武「本は生物である」『學鐙』47(4), 1943.4, pp.3-4　＜Z21-176＞
10  永野為武『科学の衣裳』冨山房 , 1947, p.3　 https://dl.ndl.go.jp/pid/2421306/1/5
11   「タウトの印譜と署名」『SD Space design  スペースデザイン』 171, 1978.12, p.77　＜Z11-392＞
12  タウト 著 , 篠田英雄 訳『日本　タウトの日記』 第 5, 岩波書店 , 1959, p.159 　＜291.099-cT23n-S＞

『
本
来
的
、
在
り
の
ま
ま
』、
ま
た
『
徒
』

は
『
人
々
、
衆
人
』
の
意
で
、
こ
の
三
字

を
合
し
て
も
や
は
り
『
衆
庶
』
を
意
味
す

る
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
で
私
は
、
日
常
使

用
し
て
い
る
認
印
の
ほ
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ

異
っ
た
字
体
の
印
を
六
個
所
有
す
る
こ
と

に
な
っ
た（

１
２
）。

引
用
文
は
、
タ
ウ
ト
が
親
交
の
あ
っ
た
篆
刻

家
の
楠
瀬
日
年
か
ら
石
印
を
受
け
取
っ
た
時
の

様
子
を
記
し
た
も
の
で
す
。こ
の
記
述
か
ら
は
、

建
築
を
は
じ
め
日
本
の
風
景
や
伝
統
を
子
細
に

観
察
し
著
述
活
動
に
励
ん
だ
タ
ウ
ト
が
、
印
に

刻
ま
れ
た
異
国
の
文
字
の
意
味
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
の
検
印
・
検
印
紙
に
ま
つ

わ
る
思
い
出
や
考
え
方
な
ど
の
背
景
を
知
る
こ

と
で
、
読
者
と
し
て
本
の
奥
付
に
押
さ
れ
た
検

印
や
検
印
紙
を
見
つ
め
る
時
の
心
持
が
変
わ
っ

て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
の
違

い
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い

様
々
な
思
い
が
込
め
ら
れ
た
検
印
の
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
す
。

（A）が漢時代の字体、（B）及び（C）が変体仮名。
�参考： 「タウトの印譜と署名」『SD Space design  スペースデザイン』 171, 1978.12, p.77　＜Z11-392＞

タウトの日記に楠瀬日年刻と記されている印

A　　　　　　　　　　　　　　　　　    B　　　　　　　　　　 　　　　   　   C
タウト [ 著 ], 篠田英雄 譯『日本雜記』
育生社弘道閣 , 1943
https://dl.ndl.go.jp/pid/3456633/1/325

ブルーノ・タウト 著 , 森儁郎 訳『日本文
化私観』明治書房 , 1936
https://dl.ndl.go.jp/pid/1260585/1/200

ブルーノ・タウト 著 , 森儁郎 訳『ニッポ
ン　ヨーロッパ人の眼で見た』明治書房 , 
1942
https://dl.ndl.go.jp/pid/1876350/1/132

※＜　＞内は当館請求記号
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（利用者サービス部 人文課　前田さらら）

○検印・検印紙画像の出典
イ　平山蘆江『花柳行状記』岡倉書房 , 1934　https://dl.ndl.go.jp/pid/1187962/1/156
ロ　平山蘆江『日本神話　別名 日出づる国誕生 随筆』住吉書店 , 1953　 https://dl.ndl.go.jp/pid/1660066/1/115
ハ　平山蘆江『西南戦争 前篇』 ( 博文館文庫 ) 博文館 , 1941　 https://dl.ndl.go.jp/pid/1111237/1/147（モノクロ画像）
ニ　小島政二郎『芭蕉』 ( 青少年日本文學 ) 至文堂 , 1943　 https://dl.ndl.go.jp/pid/1873480/1/117
ホ　小島政二郎『森の石松』同光社 , 1955　https://dl.ndl.go.jp/pid/1644268/1/152
ヘ　小島政二郎『義士銘々伝 上 新版』大日本雄弁会講談社 , 1931　https://dl.ndl.go.jp/pid/1174644/1/266
ト　 菊池寛『藤十郎の恋』 ( 新潮文庫 ) 新潮社 , 1937　 https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/1207194/1/69
チ　菊池寛『陸の人魚』プラトン社 , 1924　https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/1183876/1/213
リ　 菊池寛 著 , 田村孝之介 絵『空の軍神　加藤少将』大日本飛行協会 , 1943　https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/1718224/1/123
ヌ　永野為武『科学の窓』石崎書店 , 1953　https://dl.ndl.go.jp/pid/1372379/1/138
ル　永野為武 『生物と環境』( 理科文庫 ) 三省堂 , 1951　https://dl.ndl.go.jp/pid/1629568/1/123
ヲ　永野為武『新編生活科学概論　生物科学を根底とする』内田老鶴圃新社 , 1980　https://dl.ndl.go.jp/pid/12589873/1/109

リ

ヲ

平山蘆江

菊池 寛

小島政二郎

永野為武

ヌ

ル

ト

チ

イ

ロ

ハ

ニ

ヘ

ホ

著者の検印・検印紙
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『馬車道 　 150周年記念誌』
馬車道150周年記念誌編集委員会 編
馬車道商店街協同組合 刊　
2018.12
120p ; 26 cm
<請求記号  DC71-M16>

　

写
真
館
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
販
売
、
近
代

街
路
樹
、
ガ
ス
灯
。
こ
れ
ら
の
日
本
に
お
け

る
発
祥
地
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
実
は
全
て

神
奈
川
県
横
浜
市
の
馬
車
道
と
さ
れ
て
い

る
。
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
に
開
通
し
た

こ
の
道
は
、
日
本
と
世
界
を
繋
ぐ
窓
口
だ
っ

た
開
港
後
の
横
浜
で
多
く
の
人
と
モ
ノ
が
行

き
交
う
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
賑
い
、

写
真
館
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
販
売
と
い
っ
た

新
し
い
事
業
が
興
っ
た
り
、
日
本
初
の
街
路

樹
や
ガ
ス
灯
が
設
置
さ
れ
た
り
し
た
。
常
に

新
し
い
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
姿
勢
は
現
代
の

ま
ち
づ
く
り
に
引
き
継
が
れ
、
そ
の
先
駆
的

な
取
り
組
み
は
国
内
外
に
影
響
を
与
え
て
い

る
。
本
書
は
そ
ん
な
馬
車
道
が
歩
ん
で
き
た

開
通
後
１
５
０
年
の
道
の
り
を
豊
富
な
写
真

や
図
と
共
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
１
章
「
歴
史
」
に
よ
れ
ば
、
馬
車
道
誕

生
の
契
機
は
慶
応
２
（
１
８
６
６
）
年
の
慶

応
の
大
火
だ
っ
た
。
横
浜
が
焼
き
尽
く
さ
れ

た
後
、
幕
府
と
諸
外
国
が
結
ん
だ
約
書
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
幅
60
フ
ィ
―
ト
（
約
18
メ
ー

ト
ル
）
の
道
が
後
の
馬
車
道
と
な
る
。
本
書

に
は
馬
車
道
の
歴
史
的
変
遷
が
分
か
る
地
図

や
写
真
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
興
味
深
い
の
は
、
明
治
初
頭
の
横
浜
の
地

図
に
馬
車
道
と
い
う
名
前
の
道
が
複
数
あ
る

こ
と
だ
。
西
洋
文
化
の
影
響
で
馬
車
が
活
躍

し
て
い
た
当
時
、
馬
車
道
と
い
う
地
名
は
現

在
の
場
所
以
外
に
も
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

　

昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
、
市
の
商
店
街

活
性
化
の
事
業
の
モ
デ
ル
第
１
号
と
な
っ
た

こ
と
を
皮
切
り
に
馬
車
道
は
商
店
街
と
行
政

が
協
働
し
て
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
始
め

る
。第
２
章「
馬
車
道
の
ま
ち
づ
く
り
」で
は
、

異
国
文
化
発
祥
の
地
と
し
て
開
港
横
浜
の
歴

史
や
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
都
心
型

商
店
街
と
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
街
歩

き
や
人
と
の
交
流
を
楽
し
め
る
街
を
つ
く
る

た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、
魅
力
的
な
歩
行
者
空
間
を
作
る

た
め
に
建
物
の
１
、２
階
の
壁
面
を
数
メ
ー

ト
ル
後
退
さ
せ
て
歩
道
幅
を
拡
大
す
る
取
り

組
み
が
面
白
い
。
画
期
的
だ
っ
た
こ
の
取
り

組
み
は
大
半
の
ビ
ル
所
有
者
に
反
対
さ
れ
た

が
、
１
年
以
上
の
説
得
に
よ
り
実
現
さ
れ
た

と
い
う
。
実
際
に
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
た

人
々
の
言
葉
で
当
時
の
様
子
が
語
ら
れ
、
そ

の
苦
労
と
熱
意
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

誕
生
１
５
０
周
年
の
際
に
は
、
記
念
事
業

が
大
々
的
に
行
わ
れ
た
。
記
念
の
ロ
ゴ
や
テ

レ
ビ
番
組
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
、
グ
ッ
ズ
の

製
作
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
そ
し
て
本

書
の
刊
行
な
ど
で
あ
る
。
第
３
章
「
１
５
０

周
年
記
念
事
業
と
こ
れ
か
ら
の
馬
車
道
」
で

は
記
念
事
業
の
他
に
、
ゆ
か
り
の
人
々
が
考

え
る
馬
車
道
の
将
来
像
も
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
人
々
の
馬
車
道
へ
の
祝
福
の
気
持
ち
と

今
後
へ
の
高
い
期
待
が
窺
え
る
。

　

本
書
で
馬
車
道
は「
古
く
て
新
し
い
ま
ち
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
読
み
終
え
る
と
、
そ

の
意
味
が
よ
く
分
か
る
。
ま
た
、
馬
車
道
に

関
わ
る
人
々
の
強
い
愛
着
が
伝
わ
っ
て
く
る

こ
と
が
本
書
の
魅
力
だ
。
実
際
に
現
地
に
足

を
運
ん
で
み
た
く
な
る
１
冊
で
あ
っ
た
。

　
（
横
田
結ゆ

り

な
莉
奈
）
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第
27
回
図
書
館
総
合
展
〈
２
０
２
５
〉
に
参
加
し
ま

す
。10

月
22
日
（
水
）
か
ら
10
月
24
日
（
金
）
ま
で
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
で
、
11
月
10
日
（
月
）
か
ら
11
月
23
日
（
日
）
ま
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
開
催
さ
れ
る
「
第
27
回
図
書
館
総
合
展

〈
２
０
２
５
〉」（
主
催
：
図
書
館
総
合
展
運
営
委
員
会
）
に
、

国
立
国
会
図
書
館
も
参
加
し
ま
す
。 

展
示
ブ
ー
ス
や
図
書
館
総
合
展
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
、
国

立
国
会
図
書
館
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、

期
間
中
に
次
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
会
場
開
催
・
後
日
録
画
配
信
予

定
）
を
開
催
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
ラ
ボ
の
公
開
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
み
よ

う
！
―
Ｎ
Ｄ
Ｌ
古
典
籍O

CR-Lite

や
古
典
籍
・
近
代
自
筆
資

料
へ
の
全
文
検
索
が
広
げ
る
資
料
探
索
の
可
能
性
―
」

○
日
時　

10
月
23
日
（
木
）
13
時
～
14
時
30
分

○
会
場　

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
会
場
2
階（
定
員
1
０
０
名
）

○
登
壇
者　

永
崎
研
宣
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
、
一

般
財
団
法
人
人
文
情
報
学
研
究
所
主
席
研
究
員
）

多
田
蔵
人
氏
（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
部
准
教

授
）

青
池
亨
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
電
子
情

報
企
画
課
次
世
代
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
室
開
発
研

究
係
長
）

村
田
祐
菜
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
シ
ス

テ
ム
基
盤
課
）

○
お
申
込
み
は
９
月
上
旬
頃
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
受
け
付
け
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
イ
ベ
ン

ト
・
展
示
会
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

総
務
部　

総
務
課　

広
報
係

電
話　

０
３
（
３
５
８
１
）
２
３
３
１
（
代
表
）

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
の
切
替
準
備
の
た
め
、
左
記
の

日
程
で
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

〇
関
西
館　

令
和
7
年
11
月
25
日
（
火
）
及
び
26
日
（
水
）

〇
国
際
子
ど
も
図
書
館　

令
和
7
年
12
月
25
日
（
木
）

詳
し
く
は
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

お
知
ら
せ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

NDL ラボ　トップページNDL ラボ　トップページ
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国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会 

「
絵
探
し
絵
本
と
な
か
ま
た
ち
」

画
面
い
っ
ぱ
い
に
人
物
等
が
描
か
れ
、
読
者
が
指
示
に
従
っ

て
特
定
の
人
物
や
物
を
探
す
「
絵
探
し
絵
本
」
が
多
数
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
所
蔵
資
料
か
ら
、「
絵

探
し
絵
本
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
類
似
し
た
絵
本
、
周
辺
領
域

の
絵
本
な
ど
、
な
か
ま
た
ち
を
集
め
て
紹
介
し
ま
す
。
ぎ
ゅ
う

ぎ
ゅ
う
に
描
き
込
ま
れ
た
絵
を
「
眺
め
る
楽
し
み
」、
そ
こ
か

ら
何
か
を
「
探
す
楽
し
み
」
に
満
ち
た
絵
本
た
ち
で
す
。
一
緒

に
絵
探
し
の
旅
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
開
催
期
間

　

前
期
：
２
０
２
5
年
10
月
7
日（
火
）～
12
月
21
日（
日
）

後
期
：
２
０
２
６
年
１
月
20
日（
火
）～
４
月
19
日（
日
）

前
後
期
で
展
示
資
料
は
総
入
れ
替
え
し
ま
す
。

※
月
曜
日
、国
民
の
祝
日
・
休
日
、毎
月
第
３
水
曜
日
（
資

料
整
理
休
館
日
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 

～ 

17
時

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

ま
た
、
関
連
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

〇
演
題　
「
文
字
の
な
い
絵
本
と
絵
探
し
絵
本
の
交
点
を
探
る
」

〇
講
師　

山
本
美
希
氏
（
筑
波
大
学
芸
術
系
准
教
授
、
マ
ン
ガ

作
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

○
日
時　

２
０
２
５
年
12
月
7
日
（
日
）
14
時
～
16
時
（
13
時

30
分
受
付
開
始
）

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

ア
ー
チ
棟
１
階 

研
修
室
１

○
対
象　

中
学
生
以
上

○
定
員　

１
０
０
名
（
事
前
申
込
制
、
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

「
展
示
会
・
イ
ベ
ン

ト
」>
「
こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
」）
10
月
15
日
受
付
開
始
。

　

※
動
画
配
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 
資
料
情
報
課 

展
示
係

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

展示会「絵探し絵本となかまたち」展示会「絵探し絵本となかまたち」
ちらしちらし

山本美希氏山本美希氏

＃41
関西館 ロビーから中庭を望む
photo by Mizuho
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関
西
館
資
料
展
示
（
第
34
回
）「
ブ
レ
イ
ク
刷
る
ー
！

―
ペ
ー
ジ
が
語
る
印
刷
技
術
の
歴
史
」

木
版
か
ら
、
活
版
、
ガ
リ
版
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
ま
で
、
印

刷
の
歴
史
を
た
ど
る
旅
へ
！

商
業
出
版
が
始
ま
っ
た
近
世
か
ら
現
在
ま
で
、
紙
の
本
は
私

た
ち
の
生
活
に
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
支
え
る
印
刷
も
、
時
代
ご
と
に
新
た
な
技
術
を
取

り
入
れ
、
進
歩
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

本
展
示
で
は
、
近
世
か
ら
現
在
に
か
け
て
進
歩
し
て
き
た
印

刷
技
術
に
関
す
る
本
、
実
際
に
そ
の
技
術
を
使
っ
て
印
刷
さ
れ

た
本
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
時
代
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

印
刷
さ
れ
た
本
が
持
つ
“
も
の
と
し
て
の
魅
力
”
を
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

○
開
催
期
間　

９
月
18
日
（
木
）
～
10
月
14
日
（
火
）

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 

～
18
時

○
会
場　

関
西
館 

閲
覧
室
（
地
下
１
階
）

○
問
合
せ
先　

関
西
館 

資
料
案
内

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
３
４
１

ま
た
、
関
連
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

〇
演
題　

板
木
か
ら
読
み
解
く
江
戸
の
出
版
事
情
～
板
木
が
果

た
し
た
役
割
～
（
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
７
大
学
連
携 

市
民

公
開
講
座
2
０
２
５
）

〇
講
師　

金
子
貴
昭
氏
（
京
都
先
端
科
学
大
学
人
文
学
部
歴
史

文
化
学
科
准
教
授
）

 

〇
日
時　

９
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
～
２
時
15
分

※
講
演
会
終
了
後
、
当
館
職
員
に
よ
る
資
料
展
示
の
説
明
が
あ

り
ま
す
。

○
会
場　

関
西
館 

大
会
議
室
（
地
下
１
階
）

○
定
員　

2
０
０
名
（
事
前
申
込
制
・
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

次
のW

eb

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.kri.or.jp/contact/shim

inkouza2025.htm
l

○
問
合
せ
先
：（
公
財
）
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
機
構 

事
業
推
進
部

電
話　

０
７
７
４
（
９
５
）
６
１
２
５

令
和
７
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修

ア
ジ
ア
情
報
の
収
集
・
提
供
に
関
す
る
ス
キ
ル
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
情
報
関
係
機
関
間
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
令
和
7
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修
を
日
本
貿
易

振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
と
共
催
で
実
施

し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
12
日
（
金
）
９
時
30
分
～
16
時
30
分

＊
昼
休
憩
時
に
希
望
者
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
ラ
ン

チ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

＊
終
了
後
に
希
望
者
に
対
し
て
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

図
書
館
の
見
学
を
実
施
し
ま
す
。

○
会
場　

日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
（
千
葉
市

美
浜
区
若
葉
３
‐
２
‐
２
）

○
対
象　

各
種
図
書
館
、
調
査
・
研
究
・
教
育
機
関
、
中
央
省
庁
・

地
方
公
共
団
体
等
に
属
す
る
方
、
大
学
院
生
等
。

＊
現
地
語
の
知
識
が
な
く
て
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

○
定
員　

20
名
（
原
則
、
１
機
関
に
つ
き
１
名
）。
応
募
多
数
の

場
合
は
調
整
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

西
ア
ジ
ア
を
調
べ
る
―
国
際
機
関
の
文
書
と
現
地

の
統
計
か
ら
紛
争
を
み
る
―

○
内
容
（
予
定
） 

科
目
①
「
国
際
機
関
の
文
書
を
使
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争

を
調
べ
る
」（
関
西
館
ア
ジ
ア
情
報
課
）

科
目
②
「
西
ア
ジ
ア
の
紛
争
と
統
計
」（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
）

＊
「
科
目
①
」
及
び
「
科
目
②
」
は
、
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
実
習

を
行
い
ま
す
。
受
講
者
ご
自
身
で
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
ご
持

第 34 回関西館資料展示「ブレイク第 34 回関西館資料展示「ブレイク
刷るー！」ちらし刷るー！」ちらし

金子貴昭氏金子貴昭氏
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参
を
お
願
い
し
ま
す
（
会
場
にW

i-Fi

あ
り
）。

＊
受
講
者
の
方
に
は
、
事
前
課
題
に
ご
解
答
い
た
だ
き
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料
。
た
だ
し
、
旅
費
等
は
受
講
者
に
ご
負
担
い

た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
方
法　

国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
左
記
の

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ア
ジ
ア
情
報
研
修　

西
ア
ジ
ア
を
調
べ
る
―
国
際
機
関
の

文
書
と
現
地
の
統
計
か
ら
紛
争
を
み
る
―
」

h
ttp

s://fo
rm

.n
d

l.g
o

.jp
/fo

rm
/p

u
b

/n
d

l7
/

asiantraining2025

＊
申
込
受
付
後
に
お
送
り
す
る
確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場

合
は
、
問
合
せ
先
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　

10
月
9
日
（
木
）

＊
参
加
の
可
否
は
、
10
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
問
合
せ
先

関
西
館　

ア
ジ
ア
情
報
課

電
話

0
７
７
４
（
9
８
）
１
３
７
１
（
直
通
）

電
子
メ
ー
ル

m
l-k-asia@

ndl.go.jp

令
和
７
年
度
ア
ジ
ア
資
料
書
誌
作
成
セ
ミ
ナ
ー

︱
ビ
ル
マ
語
・
初
級
編
︱

図
書
館
職
員
等
を
対
象
に
、
ア
ジ
ア
資
料
の
書
誌
作
成
ス
キ

ル
の
向
上
及
び
他
機
関
と
の
情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
令
和
7

年
度
ア
ジ
ア
資
料
書
誌
作
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
令
和

5
年
度
の
タ
イ
語
、
令
和
6
年
度
の
ベ
ト
ナ
ム
語
に
引
き
続
き
、

今
年
度
は
ビ
ル
マ
語
を
対
象
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

○
日
時

10
月
22
日
（
水
）
14
時
～
16
時

○
開
催
方
法　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
（M

icrosoft Team
s

）

に
よ
る
リ
モ
ー
ト
開
催

○
対
象　

各
種
図
書
館
に
所
属
し
、
書
誌
作
成
を
担
当
す
る
方

等（
ビ
ル
マ
語
に
よ
る
書
誌
作
成
の
経
験
の
有
無
や
、

ビ
ル
マ
語
の
語
学
力
は
問
い
ま
せ
ん
。）

○
定
員　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

○
内
容関

西
館
ア
ジ
ア
情
報
課
の
職
員
が
、
ビ
ル
マ
語
資
料
の
書

誌
デ
ー
タ
を
作
る
際
に
必
要
と
な
る
基
本
的
な
知
識
（
文
字

の
入
力
方
法
、
翻
字
を
行
う
際
に
有
用
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

紹
介
な
ど
）
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
質
疑

応
答
等
を
通
じ
て
参
加
者
間
の
情
報
交
換
も
行
い
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料
。
た
だ
し
、
通
信
費
等
は
受
講
者
に
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
方
法　

国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
左
記
の

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
令
和
７
年
度
ア
ジ
ア
資
料
書
誌
作
成
セ
ミ
ナ
ー
申
込
画
面
」

https://form
.ndl.go.jp/form

/pub/ndl7/sem
inar2025_

apply

＊
申
込
受
付
後
に
お
送
り
す
る
確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場

合
は
、
問
合
せ
先
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　

10
月
８
日
（
水
）

＊
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
た
段
階
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

関
西
館
ア
ジ
ア
情
報
課

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
３
７
１
（
直
通
）

電
子
メ
ー
ル

m
l-k-asia@

ndl.go.jp

な
お
、
過
去
の
セ
ミ
ナ
ー
の
資
料
等
は
左
記
の
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/asia/sem
inar
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令
和
7
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
都
道
府
県
立
及

び
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
長
と
の
懇
談
会

6
月
26
日
、
標
記
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談

会
は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
公
共
図
書
館
と
の
協
力
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
今
年
で
60
回
目
と
な
り

ま
す
。
今
回
は
、
都
道
府
県
立
及
び
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館

65
館
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
髙
田
行
紀
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域

学
習
推
進
課
長
が
、
最
近
の
図
書
館
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
今
年
度
の
懇
談
会
の
テ
ー
マ
「
読
書

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
」
の
下
、
国
立
国
会
図
書
館
の
渡
邉
斉

志
総
務
部
司
書
監
兼
関
西
館
図
書
館
協
力
課
長
が
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
実
施
計
画
、
国
立
国
会
図
書
館
障
害
者
用
資
料
検
索
（
み

な
サ
ー
チ
）
を
通
じ
た
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー
タ
送
信
サ
ー
ビ

ス
等
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
し
、
公
共
図
書
館
か
ら
は
、
鳥
取

県
立
図
書
館
の
西
尾
麻
都
子
館
長
及
び
新
潟
市
立
中
央
図
書
館

の
高
橋
江
里
子
館
長
補
佐
が
、
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
、
図

書
館
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

後
半
は
、
各
館
で
の
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
関
す
る

取
組
状
況
や
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
8
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
を
交
換
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
内
容
を
報
告
し

ま
し
た
。

施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
多
く
の
館
で
進
展
が
見
ら
れ

る
一
方
、
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
の

育
成
・
研
修
や
、
関
係
団
体
や
支
援
学
校
等
へ
の
広
報
等
は
不

足
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
に
情
報
を
届
け
る
取

組
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
視
覚
障
害
者
以
外

に
も
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
認
識
が
あ
る

一
方
で
、
利
用
者
の
固
定
化
や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
へ

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
難
し
い
こ

と
は
課
題
で
あ
る
こ
と
の
言
及
や
、
特
定
の
障
害
が
あ
る
方
の

み
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
形
で
は
な
く
、
や
さ
し
い

利
用
案
内
の
作
成
と
い
っ
た
一
層
広
い
対
象
に
向
け
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

新
刊
案
内

令
和
６
年
度
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
報
告
書

「
人
口
減
少
局
面
の
地
域
の
持
続
可
能
性
」

韓
国
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と
し
た
人
口
減
少

地
域
の
支
援
政
策

人
口
減
少
局
面
の
地
域
の
持
続
可
能
性

日
韓
の
人
口
減
少
の
空
間
構
造
と
そ
の
要
因
に
関
す
る
考
察

人
口
減
少
局
面
の
地
域
の
持
続
可
能
性
―
地
方
×
デ
ジ
タ
ル

×
広
域
連
携
の
視
点
で
―

A4  96頁 不定期刊A4  96頁 不定期刊
ISBN 978-4-87582-946-1ISBN 978-4-87582-946-1
以下のページからPDFファイルをご覧いただけます。以下のページからPDFファイルをご覧いただけます。
https://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/document/index.htmlhttps://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/document/index.html

令和 7 年度国立国会図書館長と都道府県立及び政令指定都市立図書館長との懇談会令和 7 年度国立国会図書館長と都道府県立及び政令指定都市立図書館長との懇談会

国立国会図書館
調査及び立法考査局

Regional Sustainability 
Under Declining Population

International Policy Seminar

ISBN978-4-87582-946-1
Research Materials 2025-2

2025 年 8 月
調査資料 2025-2

Research and Legislative Reference Bureau
National Diet Library
Tokyo 100-8924, Japan
E-mail : bureau@ndl.go.jp

QRコードから、国立国会図書館調査及び立法
考査局が本年に刊行した、特定のテーマに関
する調査報告・資料集にアクセスできます。

人口減少局面の
地域の持続可能性

令和６年度　国際政策セミナー報告書

国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
報
告
書

国
立
国
会
図
書
館

人
口
減
少
局
面
の
地
域
の
持
続
可
能
性
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外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
３
０
４
号

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
新
し
い
公
布
・
公
示
制
度
―

２
０
２
２
年
公
布
公
示
法
の
制
定
―

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
対
策
法
制
―
2
０
１
７

年
法
律
第
71
号
と
そ
の
改
正
―

韓
国
に
お
け
る
Ａ
Ⅰ
基
本
法
の
制
定

中
国
：
国
防
教
育
法
の
全
部
改
正

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
９
４
号

解
雇
規
制
を
め
ぐ
る
議
論

教
職
の
魅
力
向
上
を
め
ぐ
っ
て
―
欧
州
連
合
の
『
教
育
訓
練

モ
ニ
タ
ー
』
２
０
２
０
３
年
版
を
参
考
に
―

主
要
国
に
お
け
る
集
団
殺
害
犯
罪
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
９
５
号

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
会
に
お
け
る
一
括
法
案
の
取
扱
い

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
新
選
挙
制
度
―
超
過
・
調
整
議
席
の
廃

止
と
２
０
２
５
年
総
選
挙
―

固
定
資
産
税
の
国
際
比
較
―
英
国
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア

及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
か
ら
―
（
現
地
調
査
報
告
）

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

FO
REIG

N LEG
ISLATIO

N
 

外
国
の
立
法	

N
o

.304 Ju
n

e
 2025

国
立
国
会
図
書
館
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ISSN 0433-096X

外国の立法
立法情報・翻訳・解説

Legislative Information, Translation and Analysis
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National Diet Library

No.304 June 2025
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